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1. ウロ ボロ ス ー の Oopo7os 一 


ウロ ボロ ス と は 、 ギ リシア 語 で 「 尾 を 真 り 食 ら う も の 」 と いう 意味 で 、 
その 図像 は 円 を 描く よう に 己 の 尾 を 噛む 蛇 (ドラ ゴン の 場合 も ある ) で 
ある 。 ロ ー マ 時 代 に 編 築 され た 「 マ ルキ アヌ ス 古 写本 」 に 描か れ た 、 体 
が 明 と 暗 に 分 割 され た 図像 が 、 現 存する 最 古 の ウロ ボロ ス 図 だ が 、 3 世 
紀 の ギ リシア で は 、 ウ ロボ ロス 図 が 魔 除 け と し て 使わ れ (大 英博 物 館 所 
蔵 ) 、 さ ら に 湖 る と 、 古 代 ギ リシア の 地図 に は 、 世 界 を 取り 巻く 大 海 に 
ウロ ボロ ス が 描か れる こと が あっ た らし い 。 

「 ウ ロボ ロス の 蛇 ( 龍 ) 」 は 万 物 の 禅 に 棲み 、 万 物 を 結び つけ る も の 
と され 、 自 身 の 尾 を 噛ん で 丸く な っ た 姿 は 、 世 界 を 取り 巻い て いる こと 
を 表 じ で いる の だ 。 ギ リシア で は 古代 か ら 「 蛇 ] と 人 間 と の 関係 が 深く 、 
蛇 を 家 の 守 護 神 と し て 飼う こと が 多かっ た こと も 、 ウ ロボ ロス 図 が 広 ま 
っ た 理由 と し て 考え られ る 。 

また 、 ウ ロボ ロス の 円 状 の 姿 に は 終結 が な いこ と か ら 、 無 限 完結 の シ 
ン ボ ル と も され て いる よう だ 。 錬金術 で は 、「 永 遠 な る も の 」 、「 完 全 
な る も の 」 の 象徴 と し て 、 ウ ロボ ロス が 用 いら れ て いた 。 

ギリ シア 哲学 で は 、 不 死 、 無限 、 時 間 の 象徴 と され る ウロ ボロ ス 。 「 無 
限 大 」 を 意味 する 数 学 記号 co の 起源 で ある と いう 説 も ある 。 
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グ 。 ケイ ロ ン ー 玉 ez7 の 7 


大 地 母 神 ガ イア の の 
正体 が 露見 し な いよ うに 、 選 の 身 を 時 の 次 に 変え 
が RS デー 
いう 半 人 半 語 の 怪物 ゲン タウ ロス 族 の 姿 に な っ た と いう 。 

好色 ・ 野 論 な 部 族 と され て いた ケラ タウ ロス の な か に あっ て 、 ケ ケイ 
ン は 唯一 賢く 、 優 れ た 存在 で あっ た = 森 で 礁 ら すう ち に 革 二 や 医 和 、 
楽 、 天 文学 に 長 じ 、 多 く の 英 雄 た ちの 教師 に な つた < 

例え ば 、 Pa 3 必 
ロン の 息子 アス クレ ビオ ス に は 医術 の 手 ぼ どき 
本: ヘ ラ ッ レス も また ケ ィ EE 還 = 

と ころ が 運命 は 悲惨 な も の で 、 ケ イロ ン の 旦 
クレ ス の 不慮 の 一 矢 だ っ た 。 部 族 間 抗 当 の 最 中 
矢 が 誤っ て ケイ ロン を 買い た の だ 。 不死 の 身 を : 
され て 死ぬ こと も か な わ ず に 苦し お 。 そ し Pe 
神 ゼ ウス に 不死 の 返上 を 願い 、 や っ と 婦 皿 の 死 ? 
に し た と ギリ シア 神話 は 伝え て いる 。 
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医学 者 で あり な が 5 ら 錬金術 師 と も 
いわ れる パラ ケル スス は 、 ウ ン デ 
ィ ー ネ を 四 大 精霊 の うち の 一 つと 
し て 、 水 の 精霊 に あて て いる 。 





























3 ツア ディー ネ ー0777ze 一 


人 間 に 近 い 姿 を し た 「 水 の 精霊 ] で 、 小 川 や 泉 に 棲む お と され る 。 男 と 
女 が いる と いわ れる が 、 一 般 的 に は 長い 髪 を し た 美しい 乙女 の イメ ー ジ 
が 定着 し て いる よう だ 。 

ウン ディ ー ネ は 人 人間 に 恋 を する こと で も 知ら れ て いる 。 し か し 、 精 霊 
を 要 る と いう こと は な か な か た い へ ん な こと で 、 夫 に な っ た 人 間 が 、 妻 
で ある ウン ディ ー ネ を 水辺 で 黒 っ た りす る と 、 ウ ン デ ィ ー ネ は 永遠 に 水 
の 中 に 戻ら ね ば な ら な いと いう の で ある 。 す な わ ち 、 ウ ン デ ィ ー ネ の 夫 
に な っ た 人 間 は 、 妻 に 暴言 を 仁 い て は な ら な い の で ある 。 

と は いえ 、 愛 は 移る いや すい も の で ある 。 妻 へ の 愛 が 醒め る と きも あ 
る で あろ う 。 と ころ が 、 そ の 禁 を 破っ て 、 妻 た る ウン ディ ー ネ を 水中 に 
追い や っ て 別れ た 男 が 、 後 に 別 の 女性 と 再婚 し よう と する と 、 ウ ン デ ィ 
ー ネ は 男 の 命 を 奪う と いわ れ て いる 。 い っ た ん ウン ディ ー ネ と 結ば れ た 
男 は 、 最 期 の 最期 まで 責任 を も た な けれ ば な ら な いと いう わけ で ある 。 
精霊 と 人 間 と の 恋 は 互い に 命 落 け な の だ 。 

また 、 ウ ン デ ィ ー ネ は 魂 を も た な い 精 土 で あわ る が 、 人 間 と 結ば れ て 子 
ども を 産む と 、 魂 が 与え られ る と いわ れ て いる 。 魂 が ある か どら 幸福 と は 
限ら な い が 、 未 知 の も の を 湯 望 する こと を 考え れ ば 、 ウ ン デ ィ ー ネ た ち 
に と っ て は 、 人 間 と 結婚 する と いう こと は 重要 な 意味 を も つの だ ろう 。 








4. サ ラマ ンダ ー ーSg/77G72e7ー 


中 世 ス イス 生ま れ の パラ ケル スス (1493 年 1541 年 ) は 鉱物 性 の 医 
薬 を 用 いた こと か ら 化 学 療法 の 祖 と も いわ れ て いる が 、 実は 錬金術 師 で 
も あり 、 世 界 を 形成 する 地 ・ 水 ・ 火 ・ 風 の 四 大 要素 の それ ぞ れ に 精霊 が 
棲む と 考え た 。 そ の 火 の 精 霊 が サラ マン ダー で ある 。 ち な み に 、 水 の 精 
は ウン ディ ー ネ 、 地 の 精 は ノー ム 、 風 の 精 が シル フ で ある 。 

一 見 は ふつ う の ト カゲ で ある サラ マン ダー だ が 、 そ の 棲み 処 は 火山 か 
ら 流れ 出 た 溶 震 の 中 で ある と いう 。 す な わ ち 火 トカ ゲ で ある 。 文献 に よ 
っ て は 、 サ ラマ ンダ ー は 体温 が 低く 、 火 中 で も 焼け ず に 生き て いら れる 
と か 、 お そろ し く 冷 た い 体 を し て いる た め に 、 そ の 体 表 に ふれ る と 火 は 
消え て し まう な ど と いっ た 記述 が 見 られ る 。 

錬金術 に は 欠か せな い 材料 で あり 、 錬 金 術 師 は サラ マン ダー を 捕獲 す 
る た め に 、 サ ラマ ンダ ー の 皮 和 製 の 服 と ブー ツ を 身 に つけ た 。 こ れ を 着用 
する と 、 和 熱 の 区 火 や 演 る 溶岩 の 中 も 平気 で 歩く こと が で きる の だ 。 

] 世紀 k 頃 の ロー マ の 博物 学者 プリ ニウス は 「 博 物 誌 」 の な か で 、 サ ラ 
や マン ダー が 吐き 出す ミル ク の よう な 涯 に 人 間 が ふれ る と 、 体 毛 は 抜け 落 

RE まこ ち 、 ぶ ふれ た と ころ の 皮膚 は 問 れ て し まう と 述べ て いる 。 

* ま 本 日 * また 、 万 能 の 天才 ダ ・ ヴ ィ ン チ に よる と 、 サ ラマ ンダ ー は 火 を 喰らっ 

時 NN た て や キ だ た / て 皮 を 再生 する 生物 で ある と いう 。 1 6 世紀 イタ リア の 彫刻 家 ペ ベン ヴェ ヌ 
本 られ お NNNULL リ リア ウン グン ト ・ チ ェ リ ー ニ は 、5 歳 の と き に 、 ト カゲ に 似 た 小さ な 生き 物 が 火 の 中 
ラマ ンダ ー の 存在 を 証明 する も の ノン シン ン 4 で 戯れ て いる の を 見 て 、 そ の こと を 父親 に 話し た と ころ 、 そ れ は 「 サ ラ 
と され て いた と いう 。 Tower 計 ae マン ダー」 だ と 教え られ た と 「 自 叙 伝 ] に 書き 残し て いる 。 



































「sylph] は ラテ ン 語 の 
「sylval」 ( 森 ) と 、 ギ リシア 語 
の 「nymphe」 (女性 ) が 合体 し 
で つく られ た 言葉 と いわ れ て いる 。 






5. シル フ ーSy/p カ 一 


パラ ケル スス に よる 四 大 精 圭 の 一 つ で 、 風 を 司る 精 に あて られ て いる 。 
時 に 、 シ ルル フィ ー ド ども よ ば れる 。 

その 姿 は 、 薄 く 透 き 通っ た 布 を まさ っ た 美女 と いわ れ て お り 、 羽 根 を 
つけ た 姿 で 描か れる こと も ある 。 美 し さ も 人 間 と は 比べ も の に な ら な い 
ほど 神々 し く 、 歳 を 経て も 美貌 は 衰え る こと が な い 。 

シル フ た ち に 定まっ た 棲み 処 は な く 、 た いて い は 空中 に 漂っ て いる 。 
木々 を わた る そよ 出 が シル フ の 声 だ と も いわ れ て お り 、 性 格 も ふだん は 、 
そよ 風 の よう に 優し い の だ が 、 風 の 精霊 だ け に 、 と き に は 荒 々 し く な る 
こと も ある よう だ 。 さ ら に は 、 気まぐれ で 自由 誕 放 な と ころ も 見 られ 、 
時 々 、 人 間 に 悪戯 を 仕掛 ける こと も ある 。 と は いえ 他愛 も な いも の で 、 
せい ぜ い が 突風 を 起こ し で 人 を 空 に 巻き 上 げた りす る 程度 だ 。 け っ し て 
人 間 を 傷つけ た り 、 ま し て や 命 を 奪う よう な こと は し な い 。 

ヨー ロッ パ に 伝わる 俗説 で は 、 貞 汰 な 女性 は 、 そ の 死後 に 風 の 精 の 仲 
間 入 り を する と いう 。 ア ン デ ル セ ン の 「 人 魚 姫 」 で は 、 人 魚 姫 は 死ん で 
海 の 泡 に な り 、 大 気 の 精 に な っ て いる 。 

















参考 : 「 妖 精 辞 典 
K・M・ ブ リッ グズ 閉 
を 。「 ノ ー ム 』 

ヴィ ル ・ ヒ ュ ゲ イン 著 











6. ノーム ーC7o777e 一 


錬金術 伺 パ ラケル スス が 選び 出し た 四 大 精 圭 の 一 つ で 、 大 地 を 司る 。 
衣 を 生やし た 年 寄り の 小 大 姿 で 描か れる こと が 多く 、 地 下 を 棲み 処 と し 、 
地 中 の 宝 を 守る の が 役目 と され て いる 。 

その 暮らし ぶり は 人 間 と 大 差 が な ぐ 、 器 用 な 手先 を 生か し た 手作り の 
暖炉 や 風呂 が 、 住 まい に は 備え つけ られ で いる らし い 。 点 だ ん は 地底 を 
自由 自在 に 動き 回 っ て いる が 、 新 な ど が な く な る と 地上 に 姿 を 現し て 、 
木の実 や 食料 な ど と と も に 必要 な も の を 確保 する 。 愛想 が 良く て 、 人 間 
に も 友好 的 な 性 質 が 幸い し て いる の だ ろう 。 

プー ム は ダー クエ ルフ の 代表 で ある ドワーフ や ゴブ リン 、 妖 精 な ど と 
混同 され が ち だ が 、 厳 密 に いえ ば 、 同 類 と は いえ な いよ うだ 。 温 和 な 性 
格 こそ 共通 し て いる が 、 ド ワー フ が 人 金銀 細工 に 長 じ て いる こと に 対し 、 
ノー ム は みず か ら は 作ら ず 、 貴 金属 や 宝石 を 管理 する 能力 に 優れ て いる 。 
ドワーフ が 職人 な ら 、 ノ ー ム は 管理 人 、 経 営 者 と いえ よう 。 錬金術 師 た 
ち は 、 ノ ー ム の 秘法 を 我 が 物 に し よう と 苦心 し た と いわ れ て いる 。 

ノー ム 族 は カオ ス ( 混 沖 ) か ら 地 球 が 形成 され る と 同時 に 誕生 し た 。 
未来 を 見 通す 能力 を 生か し た 、 鋭 い 洞察 力 こ そ ノ ー ム の 真骨頂 で ある 。 

















7. ヒ ポ グ リフ ー 万 pog7 が ー 


ペガサス の よう に 翼 を 有 し た 馬 の 姿 だ が 、: 爾 の 頭 を も っ て いる 。 7 一 

8 世紀 の フラ ンス に 数 頭 が 存在 し た と いわ れ て いる 。 悪 人 に は 近づか な 
い が 、 健 全 な 心 を も つ 入 間 な ら ば 、 容易 に 飼い 抽 ら すこ と が で きる と い 
う 。 ヒ ポ グ リフ は 人 間 の 善悪 を 見 分 ける 能力 を 備え て いる の だ 。 

馬 ま uz ス 有 の 詩人 ルド ウゴ 時 は 、 グリ フィ ン が 雌 馬 に 
産ま せ た 細 あ る 馬 が ヒポ グリ フ で ある と 、 才 事 詩 「 狂 える オル ラン ド 』 

で 述べ て いる 。 ヒ ポ グ リフ の 特徴 で ある 藩 の 頭 と 路 、 獅 子 の 脚 と 羽毛 の 
翼 は 父 譲 りな の だ 。 

フラ シス に は 次 の よう な ヒポ グリ フ の 伝説 が ある 。 

シャ ルル マー ニコ ュ 大帝 の 娘 、、 プ ラダ マン は 美しい 女 騎士 だ っ た 。 彼 女 に 

は ロジ ェ ロ と いう 恋人 の 騎士 が いた が 、 あ る と き 、 ロ ジェ ロ が 腐 法 使い 

に 捕らわれ る 。 救 出 に 向かう プラ ダマ ン 。 そ の 前 に 現れ た 魔法 使い が 乗 

っ て いた の が ヒポ グリ フ だ っ た の だ 。 恋人 の 奪回 は 成功 し 、 ヒ ポ グ リフ 

は ロジ ェ ロ の 所 有 と な る 。 や が て 二 人 が 結婚 する と 、 ヒ ポ グ リフ は 晴れ 
ーー ニー ニー て 自由 の 身 と な っ て 、 ど こ か へ 飛び 去っ て 行っ た と いう 。 



































ヒポ グリ フ は 古代 ロー マ の 詩人 ヴ 
ェ ル ギリ ウス の 叙事詩 「 ア エネ イ 
ス 』 の ほか 、A・S・ マ ー カ タン テ 
の 「 空 想 動物 園 ] に も 登場 する 。 
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ヘロドトス は パス テト を ギリ シア ~ 


神話 の アル テ ミ ス に あたる と いっ 
て いる 。 狩 猟 と 月 の 女神 で あり 、 
誕生 ・ 多 産 の 象徴 と いう こと か が 。 























8. バス テト ーgs7e7 一 


バス テト は バス ト と も 記さ れる こと が ある 、 猫 の 頭 部 を し じ た 半 人 半 獣 
の エジプト の 女神 で ある 。 そ の 左手 に は 神 唐 、 右 手 に は ハト ル 女 神 の 頭 
を し た 楽器 シス トラ ム を も っ て いる 。 

世界 で 初め て 猫 を 飼っ た の は エジプト 人 だ と いわ れ て いる 。 エジプト 
で は 、 猫 を 殺す こと に 最も 重い 刑罰 を 課 し て お り 、 猫 が 死ん だ と き は 、 
その 家 の 者 は 悲し み を 表す だ た だめ に 眉 を 剃り 落と し 、 死 ん だ 猫 を 埋葬 所 で 
ミイ ラ に し て か ら 王 重 に 葬っ た と いう 。 猫 の 顔 を も つ 女 神 バ ステ ト が 崇 








太陽 を 蛇 か ら 守 る た め に 、 寝 まず の 番 を じ て い る と も いわ れ て いる 。 間 に 
光る 猫 の 目 が 太陽 を 連想 させ た の だ ろう 。 

バス テト を 主神 と する ブ バ ティ ス と いう 町 で は 、 バ ステ ト を 祝う 大 祭 
と も な る と 、 プ 6Q 万 人 人 も の 人 が 集まっ て 大 行列 が 練り 歩い た と 、 ヘ ロ ド ト 
ス の 歴史} に は 書か れ て いる 。 祭 は 壮麗 さも さる こと な が ら 、 タ マネ 
ギ を 食べ る し きた り が あっ た り 、 酒 に 酔う こと も 神聖 な 行為 て され て い 
た と いう 。 酔っ て 歌っ て 踊っ つて と 大 祭 の 日 は 無礼 講 な の だ が 、 た っ た ひ 
と つ 、 ラ イオ ン 狩 り を する と と だ けが 禁じ られ て いた 。 

これ は 、 バ ステ ト が 肉 ラ イオ ン の 神 セ ク メ ト と 同一 視 さ れ て いた か ら 
だ ろう 。 ま た 、 セ ク メ ト は バス テト が 野 訟 な 顔 を し た ライ オン 神 ミ イシ 
ス の 母 と も 考え られ て いる 。 さ ら に は 、 バ ステ ト は 元 は 雌 ラ イオ ン の 容 
を し て いた も の が 、 猫 の 姿 に 変わ っ た の だ と も いわ れ て いる 。 
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9. フ ァ ウ ヌス ー/g7777 ゞ 一 


ロー マ 神 話 の 田園 の 神 、 また は 山野 の 精 で 、 ギ リシア 神話 の 牧人 ・ 家 
畜 の 神 の パン に あたる 。 パン も 笛 を 吹く の が 好き な よう だ が 、 フ ァ ウ ヌ 
ス を 描い た 古い 挿絵 で は 、 や は り パ ン と 同じ よう に 楽器 を 手 に し て いる 。 

ファ ウ ヌ ス は 下半身 が 山羊 の 形 を し た 半 入 半 獣 の 密 を し て お り 、 山 羊 
と 遊ぶ の を 好 お 。 性 格 は 陽気 だ が 、 気 まぐ れ な と ころ も ある と いう 。 

古 備 イタ リア の 穀物 の 神 サ トゥ ル ヌ ス の 子孫 で も ある ファ ウ ヌ ス に は 
予言 の 能力 も ある と いわ れ て いる 。 ロ ー マ 軍 の 兵士 た ち は 、 こ の 戦い に 
は 負け な いと 、 戦 場 で ファ ウ ヌ ス に よる 託宣 が 下る と 、 形 至 が どん な に 
不利 で も 諦め な か っ た と いう 。 

また 、 フ ァ ウ ヌス に は 、 入間 の 姿 を し た ラテ ィ ヌ ス と 、 父 そっ くり の 
半 人 半 獣 の 姿 で ある ファ ウニ と いう 息子 た ちがい る 。 ラ ティ ヌス は ラテ 
ィ ウ ム 人 (ラテ ン 語 を 生ん だ 種族 ) の 王 と も な っ た 人 だ が 、 フ ァ ウ ニ の 
ほう は 悪戯 好き で 、 人 間 の 眠り を 妨害 し た り 、 と き に は 悪夢 を 見 せる こ 
と も ある と 伝え られ て いる 。 
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参考 : 
「 ギ リシア ・ ロ ー マ 神 話 辞 
マイ ケル ・ グ ラン トン ジョ ン ・ 
ヘイ ゼル 共著 大 修 館 書店 
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10. 河 神 ア ケロ オス ー4c7ze/o745 一 











北部 ギリ シア に ある 河 の 名 前 を も つ 神 獣 。 蛇 の 胴体 と 一 本 角 の 頭 部 の 
いわ れ と し て 次 の よう な 伝説 が 残っ て いる 。 

近 郷 で も 評判 の 美人 ダイ ヤナ イラ に は 求婚 者 が 後 を 絶た な か っ た が 、 
ア ケ ロ オス と ヘラ クレ ス の 青年 た ち も こ の 娘 を 張り 合っ て いた 。 最 後 は 、 
腕 ず く で の 奪い あい と な り 、 二 人 は 戦い は じ め た 。 

ヘラ クレ ス の 矢継ぎ早 の 攻撃 を よく こら える ア ケ ロ オス 。 し か し 、 怪 
無双 の ヘラ クレ ス の 豪 力 は ア ケ ロ オス に 勝 り 、 育 中 へ 馬乗り に な る 。 
その 力 と いっ た ら 、 ア ケロ オス は まる で 山 に で も 押え つけ られ て いる よ 
うだ っ た と いう 。 ご の まま で は と て も 敵 わ な いと 悟っ た ア ケ ロ オス は 、 
その 姿 を 蛇 に 変え て 、 ヘ ラク レス か ら す り 抜 ける 。 そ し て 、 と ぐろ を 巻 
き 、 鎌 首 を も た げ な が ら 、 舌 を シュ ッ 、 シ ュ ッ と 伸ばし て 威 中 す る 。 

だ が 、 ヘ ラク レス は 少し も 動じ る ご と な く 、 

「 暴 な ら 、 赤 ん ぼう の 時 分 に 退治 し た こと が ある 」 

と 言っ で 、 蛇 の 首 を わし づか み に す る 。 

蛇 だ な っ うた ア ケ ロ オス は 首 が 絞 ま っ て 邊 が つま り そ う だ っ た の で 、 も 
が き に も が いて や っ と 振り ほど き 、 今 度 は 雄 和 牛 の 姿 に 変身 し た 。 

する と ヘラ クレ ス は 、 雄 生 の 両方 の 角 を は っ し と つか み 、 砂 の 上 に ね 
じ 伏 は る 。 そ の あま り の 激 じ さ に 片方 の 角 が 折れ て し まっ た 。 

と いう わけ で 、 ア ケロ オス の 衣 は 一 本 な の で ある 。 ア ケロ オス は 腕 カ 
で も 恋愛 で も ヘラ クレ ス に 負け た の で ある 。 

この 褒 話 は ア ケ ロ オス 河 の 池 溢 を 防ぎ 、 水 路 の 一 つ を 塞い だ 故事 を へ 
ラク レス の 英雄 計 に 仕立 て 上 げた も の で ある と いう 説 も ある 。 
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11. ダ カナ ヴァ ル ー リ gd7 一 


ロシア の ウル トミ シュ ・ ア ルト ー テ ム 山 中 に 棲 お と いわ れ て いる 吸 皿 
鬼 の 一 種 。 性 質 は 「 凶 暴 」 の 一 言 に 尽き 、 自 分 の 領域 に 侵入 し た 者 を 、 
無事 で 帰す よう な こと は 絶対 に し な い 。 ダ カ ナ ヴァ ル に 姿 を 見 つけ られ 
た ら 最 後 で 、 必 ず 血 を 吸わ れる こと に な る と いう 。 

ある 時 、 調 査 の た め に 谷 へ 入っ て きた 人 間 を 見 つけ た ダ カ ナ ヴァ ル は 、 
逃げ る 侵入 者 を どこ まで も 追い か け 追 い 詰め て 、 捕 まえ た 後に 、 蛋 か ら 
血 を 吸っ て 殺 じ で し まっ た 。 

生身 の 人 間 で は と て も 歯 が た た な い 了 吸血鬼 だ が 、 ダ カナ ヴァ ル の 魔 の 
手 か ら 逃 れ た と いう 二 人 連 れ の 旅人 の 話 が 伝わっ て いる 。 

この 二 人 は ダ カ ナ ヴァ ル の 追跡 を か わ じ つつ 逃げ まどっ て いた の だ が 、 
さす が に 疲れ 、 も う 走 れ な く な っ た と いう 。 し か も 、 夜 に な っ た の で 、 
睡魔 も 忍 ば よ っ て きた 。 そ の と き 、 と っ さ に 思い つい た 工夫 が 、 自 分 の 
定 を 、 相 手 の 頭 に 押し 込ん で 眠り を と る こと だ っ た 。 

追い つい た ダ カ ナ ヴァ ル は 、 こ いつ ら に は 足 が な いと 思い こみ 、 あ き 
ら め て し まっ た と いう 。 

すなわち 、 ダ カナ ヴァ ル は 再 か ら 血 を 吸う の で 、 足 が な い 者 、 つ まり 
忠 を も っ て いな い 者 か ら は 血 が 吸え な い 。 頭 が 二 つ あ っ て 、 足 の な い 人 
間 に は 、 さ す が の ダ カ ナ ヴァ ル も 出会っ た こと が な か っ た わけ だ 。 

ダ カ ナ ヴァ ル は 落胆 し 、 し 上 ぶし ぷ ぶ 引 き 上 げ て いっ た と いう 。 
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12. バ ロ ル ーpg/o7 一 


キュ クロ プス の 地 に 棲ん る で アイ ル ラ ンド を 支配 し て いた と いわ れ て い 
る 一 つ 目 の 巨人 で 、 死 神 と 考え られ で いる 。 パ ロ ル は 猛 括 で 直 れ られ た 
フォ リヴ ォ リ 族 の な か で も 、 最 も 奇怪 で 暗 骨 な 力 を 秘め て いる と 信じ ら 
れ で て いる 。 

その 巨大 な 目 は 、 見 た も の すべ て を 破壊 じ 尽く す 。 ふ だ ん は 重い ま ぶ ふ 
た で 閉じ られ て お り 、 目 を 開け る と き は 、 手下 が 4 人 が か り で まぶた を 
持ち 上 げ る の だ 。 

アイ ル ラ ンド に 君臨 し て いた バ ロ ル だ が 、 ダ ー ナ 神族 が アイ ル ラ ンド 
に 侵入 し て き て 、 荒涼 と し た 湖 の 底 深 くに 追い や られ る こと に な る 。 そ 
し て 、 和 孫 の ル ー に よっ て 命 を 断 た れる こと に な っ た 。 

ルー は バ ロ ル の 一 つ 目 に 向かっ て 石 を 放ち 、 バ ロ ル を 倒し た 。 バ ロ ル 
の 巨大 な 目 は 最大 の 武器 で ある と 同時 に 、 女 所 で も あっ た の だ 。 

も ちろ ん 、 こ の 目 に に ら ま れ た ら 絶 命 す る の は わか っ て いる か ら 、 ル 
ー は 重い まぶた が 開け られ る 瞬間 を 狙っ た こと は いう まで も な い 。 





























参考 : 
[世界 の 神話 百科 」 
アー サー・ コ ッ ト レ ル 閉 
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13. ポリ ュ ペ モス ー/o カ 7e777745 一 














ギリ シア 神話 に 登場 する ー つ 目 の 巨 人 。 海 神 ポ セイ ドン と 海 の ニ ン フ 
( 精 ) で ある ト オ サ と の 間 に 生 まれ た が 、 ふ だ ん は 洞窟 を 棲み 家 と し て 
いる 。 酒 に 目 が な いう え に 、 怪力 の 持ち 主 で 、 ギ リシア 人 た ち を 閉じ 込 
め て は 家畜 の よう に 扱い 、 あげく の 果て に は 、 一 人 ずつ 自分 の 食卓 に 載 
せ て 平ら 5 げ る と いわ れ で いる 。 

ポリ ュ ペ モス の 凶暴 さ を う か が わせ る 伝説 が 残っ て いる 。 

ある と き 、 ポ リュ ペ モ ス は 柄 に も な く 、 無 垢 な ニン フ の ガラ ティ ア に 
窟 を し た 。 し か し 、 ガ ラテ ィ ア は ポリ ュ ペ 万 ス な ど に は 目 も くれ ず 、 そ 
れ ど と ろか 毛嫌い し 、. 美しい 青年 アキ ス に 思い を 寄せ る ば か り で あっ た 。 

いう まで も 自分 に な び か な い の で いら いら し て いた ポリ ュ ペ モス が 、 
ガラ ディ デア の 本 心 を 知っ た の だ か ら た ま ら な い 。 荒 くれ 者 の ポリ ュ ペ モ 
スズ ス は アキ スズ に 激しく 災 如 し 、 彼 を 岩 で 押し 殺し て し まっ た と いう 。 

また 、 あ る と き 、 ポ リュ ペ モ ス は ギリ シア 軍 の 指導 者 で ある オデ ュ ッ 
セ ウ ス を 捕らえ た 。 も ちろ ん 、 自 分 の 胃袋 に 収め る つも り で あっ た の だ 
が 、 オ デュ ッ セ ウス は ギリ シア きっ て の 知恵 者 で ある 。 ポ リュ ペ モ ス の 
計略 な ど は 見 透かし て 、 逆 に ぶどう 酒 を 呑ま せ て 、 巨 人 を 酔わ せ て し ま 
う 。 そ し て 完全 に 酔っ 払っ た と ころ で 、 ポ リュ ベ ペ モ ス の 一 つ し か な い 目 
に 、 杭 を 打ち 込ん で 退治 し て し まっ た と いう 。 
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14. ゴ ブリ ン ーOo// カ ー 


ゴブ リン は 、 ヨ ー ロ ッ パ を 中 心 に 世界 中 に 広がる 妖精 の 一 般 的 名 称 で 、 
人 間 に 敵 意 や 悪意 を も つと いわ れ て いる 。 容貌 も 性 格 と あい まっ て 怪奇 
な も の が 多い 。 

し か し 、 ゴ ブリ ジン に 「 ホ ブ 」 と いう 接頭 語 が 付く と 、 人 間 に 好 意 的 な 
妖精 に な る 。 

大 間 に 対す る 悪戯 ひと つと っ で み で も 、 ホ ブ ゴ ブリ ン の 悪戯 に は ゴブ 
リン の よう な 邪悪 さ は な い 。 容貌 も ホブ ゴ ブリ ン は 優し さ が 感 じ ら れ る 
よう だ 。 気 立て の 良さ が 顔 に 表れ て いる と いう と ころ だ ろう か 。 

また 、 ホ ブ ゴ ブリ ン は 人 間 の 住居 と 近い と ころ に 棲ん で いる が 、 ゴ ブ 
リシン は 大 里 離 れ た 洞窟 や 鉱山 の 地下 な ど に 棲ん で いる と され る 。 だ か ら 、 
ゴブ リン は 鉱脈 の 在り か を 知っ て いる と 信じ られ て いる 。 

イギリス の ウェ ー ル スズ 地方 で は 、 ゴ ブリ ン は 「 コ ブナ ライ 」 と 呼ば れ 
て いる が 、 鉱 山 に コブ ナラ イ が 現れ る と 、 そ の 鉱山 は 栄え る と いわ れ て 
いる 。 逆 を 言え ば 、 コ ブナ ライ が 出現 し な い 鉱 山 は 衰退 する と いう こと 
で 、 こ うし た 性 格 は 日 本 の 座敷 章子 と 共通 し て いる よう だ 。 

ゴブ リン の 起源 は フラ ンス の ピレネー 山脈 の 岩 壁 の 裂け 目 か ら 地上 に 
現れ た と いう 説 が ある 。 イ ギリ ス へ は 密航 し て 渡っ た と いう 。 

















る ( PS 


アン 








に 半周 





アス テカ その 他 の 民族 の 租 妻 の 神 





と され る 「 ト ラロ ッ ク 」 も 、 そ の 
像 の 隣 に は 、 蛇 の 形 を し た 稲光 を 
従え て いる と いわ れ て いる 。 





15. チャ ッ ク ーC7gc 一 


チャ ッ ク は マヤ 族 の 間 で 「 雨 の 神 」 と し で 知ら れ て いる 。 

メキ シコ で は 、 稲 妻 の 神 は 雨 の 神 在 も ある と 、 多 く の 場合 は 同様 に 考 
えら れ て いる の で 、 チ ャ ッ ク も 稲妻 と 雨 の 性 格 を あわ せ も っ て いる 。 
象 や 獄 に 似 た チャ ッ ク の 人 鼻 が 大 きく 岩 え 、 鼻 を 鳴ら し て 大 地 に 自 息 を 
吹き まく る と 、 た ち ま ち 雨 が 降り 出す と 信じ られ て いる 。 

「 チ ャ ッ ク 」 と いう 言葉 に は 、「 赤 きも の 」 と いう 意味 が ある らし い 
が 、 何 故 この 神 に この 名 が つけ られ た の か は よく わか っ て いな い 。 

また 、 チ ャ ッ ク は に K 神 一 - マヤ 族 の 神話 や 伝説 に 登場 する 神々 は 、 そ 
の 名 が 明らか に な っ て いな いも の が 多く 、 学 者 た ち に より アル ファ ベッ 
ト で 呼ば れ て いる 。 す な わ ち K と いう の は 、 そ の 一 つ で ある 一 - の 、 蛇 
の 医 を 振り 回 し て いる も の で ある 。 

オル メカ や ティ オ テ ィ ワカ ン 、 マ ヤ な ど 、 ス ペイ ン 人 療 来 以前 の メソ ー 





アメ リナ 文明 で は 、 稲 妻 は 蛇 と し て 描か れる こと が 多い 。 こ の こと か ら 


も 、 チ ャ ッ ク が た だ の 雨 の 神 で は な いこ と が うか が が える 。 












16. 巨大 海 蛇 ( シー サー ペ 閉 侍 ) ーSe Se7 の 6777 一 


1878 年 7 月 8 日 の こと 。 

イギリス 船 「 ハ ロウ ィ ン 」 は 海軍 省 の 荷物 を 積ん で 、 ア フリ カ の 植 民 
地 サ ン バ ジ ー へ と 大 西洋 を 航行 し て いた 。 

眠気 を 誘う よう な 午後 、 穏 や か な 海面 が 突如 と し て 割れ 、 海 上 に 3 頭 
の 鯨 が 現れ た 。 驚 いた 乗組 員 た ち が 見 つめ る と 、 そ の うち の 1 頭 に は 、 
巨大 な 海 蛇 が 巻 ぼ きつ いで いた 。 全 体 の 長 さ は 10 メ ー ト ル を 越す か と お も 
われ る ほど の 巨大 海 骨 で ある 。 そ の 背中 は 赤 基 色 で 、 腹 は 不気味 に 白い 。 
どう や ら 、 そ の 長い 胴 で 鯨 を 締め つけ て いる よう で 、 鯨 は 必死 に も が 
いて いる 。 呆然と 眺め る 水夫 た ち 。 後 で 考え れ ば 、 一 瞬 と も 永遠 と も お 
も える 時 間 だ っ た が 、 水上 に は お そら く 19 分 と いな か っ た で あろ う 。 巨 
大 海 蛇 は 鯨 に 巻 ま つい た まま 、 海 の 底 へ と 沈め で いっ た 。 

連れ の 2 頭 の 触 も 丸 れ を な し た の か 、 や は り 海 中 に 姿 を 消し た 。 

この 椿 事 が あっ て か ら 5 日 後 の 7 月 13 日 、 ハ ロウ ィ ン 号 は 再び この 巨 
大 海 蛇 に 遭遇 し た 。 こ の と き は 波 の 上 に 全身 を あら わし て いて 、 あ ら た 
め て 見 て も 、 体 長 は 10 メ ー ト ル を 優 に 越し て いた 。 

紅蓮 の 炎 の よう な 両 眼 を 見 開き 、 す べ て を 呑み 尽く すか の よう に 裂け 
た 口 を 開け て 船 に 向かっ て くる 巨大 海 蛇 。 船員 、 水 夫 た ち は 手 に 手 に 族 
や 棒 な ど を も っ て 立ち 向かっ た が 、 巨 大 海 蛇 は 船 を 襲う こと な く 、 衝 突 
寸前 で 海中 に 進路 を 変え 、 波 の 底 に 潜っ て いっ た 。 

















参考 :『 明 治 妖怪 新聞 ] 
湯本 杏 一 編著 柏 書房 





























参考 ・「 世 界 の 神話 














アー サー・ コ ッ ト レ 














17. ボ レア ス ー/o7egy 一 


ギリ シア の 四 大 風神 一 一 すなわち 、 東 風 エ ウロ ス 、 西 風 ゼ フィ ロス 、 
南 風 ノ ー ト スーー の ひと つ で 、 北 風の神 で ある 。 

西風 ゼ フ ィ ロ ス が 柔和 な 青年 の 姿 で ある の に 対し 、 ボ レア ス は 伸び 放 
題 に し た 薄 髪 を 振り 乱 む 、 細 を 広げ て 、 海 陸 を 自在 に 翔 け 巡 る と いわ れ 
て いる 。 そ の 翼 は 恐ろし い 破 壊 力 を 秘め で おり 、 ペ ルシア 戦争 の と き は 、 
べ ル シア の 艦隊 に 大 打撃 を 与え で 。 ギリ シア 海軍 の 危機 を 救っ た と いう 。 

また 、 そ よ 風 を 送っ て 船乗り たち を 助け た こと も ある と いう か ら 、 ボ 
レア ス は た だ 粗暴 な だ け の 神 と いう わけ で は な いよ うだ 。 

ボ レ ア ス は 暑 の 女神 エ オ ス と 、 タ イタ ジ 族 の アス トラ イオ ス の 息子 で 
あり 、 ぷ ぶ だ ん は エー グ ゲ グ 海 の 北部 に ある トラ キア の 地 に 棲み 、 法 螺 貝 を 吹 
き な が ら 風 を 起こ す と 伝え られ て いる 。 

ボ レ ア ス 自身 に は ゼ デ ス と カラ イス と いう 双子 の 息子 が いる 。 息子 た 
ち は 親 に 似 す 、 一 見 は 人 間 の よう で 、 黄 金 の 羊 皮 を 求め て 遠征 し た アル 
ゴ 船 に 乗り 組ん だ 勇者 だ っ た が 、 後 に ヘラ クレ ス の 手 で 殺さ れ た と いう 。 

か つて ギリ シア の 中 心地 アテ ナイ 市 (アテ ネ 市 ) で は 毎年 、 ボ レア ス 








を 祀る 「 ボ レア スモ ス 」 と いう 祭礼 が お こ な わ れ て いた 。 ア テ ナ イ で は 上 


ボ レ ア ス は 崇拝 され て いた よう だ 。 











参考 ・「 世 界 の 神話 百科 』 











アー サー・ コ ッ ト レ ル 著 原書 
ギリ シャ ロー マ 神 話 と 伝説 」 
中 島 孤島 編 大 洋 社 出版 











18. ス キュ ラ ー$cy//g 一 


スキ ュ ラ は イタ リア と シチリア 島 の 間 に 横 た わる メッ シナ 海峡 の 洞窟 
に 棲む お と 伝え られ て いる 、 6 つの 頭 を も つ 海 の 怪物 で ある 。 

イル カ や アザ ラジ シ を 常食 と し て いる が 、 大 間 を 食糧 と する こと も ある 。 
狙わ れる の は も っ ぱら 海 の 男 、、 す な ね わ ち 船乗り で ある 。 洞 窟 の 近く を 通 
る 舶 が あめ る と 、 ス キュ ラ は 好機 と ば か り に これ を 油 う 。 な に し ろ 巨 大 な 
頭 が 6 つも あり 、 そ れ が 一 斉 に 延び で くる の だ か ら 、 翼 われ る ほう は た 
ま ら な い 。 し か も 、 ス キュ ラ の ヒゲ が また 摂 く 、 ま る で タコ の 定 の よう 
に な っ で お り 、 こ の ヒゲ で 人 間 な ど 、 く る くる と 巻き 上 げ て し まう の だ 。 
ー つ の 頭 で 大 ひと り 、 小 さ な 船 な ら ば 、 乗 組員 全員 が 一 度 に スキ ュ ラ の 
餌食 に な っ て し まう と いう わけ だ 。 

海 の 男 た ち に と っ て は 恐 る べき 怪物 だ が 、 ス キュ ラ は も と も と は 乙女 
の 姿 を し た 海 の 美 し い ニ シフ だ っ た と いう 説 も ある 。 

全能 の 神 ゼ ウス や 、 海 の 神 ポ セイ ドン に 愛さ れ た た め に 、 太 陽 の 神 の 
娘 キ ルケ が 災 始 し て 、 ス キュ ラ を 醒 い 姿 に 変え て し まっ た の だ と いう 。 
スキ ュ ラ は キル ケ が 仕掛 けた 罠 の 呪い の 泉 に 浸かっ て し まっ た た め に 、 
下半身 が 怪物 に 変え られ て し まっ た と いわ れ て いる 。 




















参考 :「 マ ヤ ・ ア ステ カ 神 話 














宗教 事典 】 メア リ ・ ミ ラー、 




















カー ル ・ タ ウ ベ 編著 


東洋 書林 




















19. ウ アイ ーー 


メソ アメ リカ 文明 に 彩 ら れ た マヤ 族 の 首長 は 、 シ ャ ー マ ン と し て 変身 
する と き に 、 も う ひ と つの 自我 で ある 動物 精 幸 「[ ウ アイ 」 を 己 の 身 に 宿 
ら せ る と いう 。 

その 際 に 、 最 も 一 般 的 な ウ ア イ は ジャ ガー (アメ リカ ヒョウ ) で ある 
と いわ れ て いる 。 古典 期 後 期 の マヤ の 吉 絵 に は 、 セ イ パ ル 王 の ウ ア イ と 
し て 、「 水 の ジャ ガー」 が 摺 か れ で て いる 。 

ジャ ガー は メソ アメ リカ で は 最も 恐れ られ れ 、 ま た 崇め られ た 動物 で あ 
り 、 シ ャ ー マ ン と 深く 関係 し た 生物 で ある と 考え られ て いる 。 

メキ ジコ で [トナ ル 」 と いう と 、 人 間 の 陰 の 精霊 一 ある い は 魂 一 一 
の こと を 指し 、 マ ヤ の ウ ア イ と ほぼ ば 同様 の も の と し て 考え られ て いる よ 
うだ 。 た だ 、 ト ナル は 人 間 が 誕生 する と すぐ に 発見 され る 場合 が ほとん 
ど で あ る 。 

ある 特定 の 動物 と の 接触 に よっ て 見 つか る 場合 が 多い と され て いる が 、 
ウ ア イ は むしろ 「 共 存する 本 質 」 と 説明 する ほう が 適し て いる と の 考え 
方 も ちる 。 さら に 「 ウ アイ 」 と いう 言葉 に は 、「 夢 」 や 「 眠 り ] と いう 
意味 や ある そう だ 。 



























































参考 :・「 妖 怪 魔神 精 報 の 世界 」 
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20. チ ョ ルト ーC7o7ー 

















人 間 の 姿 を し て いる が 、 頭 に 角 を 有 し 、 路 と 尻尾 を も も っ て いる と い 
う ロ シア の 悪魔 。 ス ラヴ 民族 の 問 で は 古く か ら 知ら れ て いる と いう 。 
チョ ルト は 老人 の 姿 で 人 間 の 前 に 現れ て 、 油 断 さ せ て 近づく と いわ れ 
て お り 、 ロ シア に は それ を 証明 する か の よう な 話 が 伝え られ て いる 。 
ある 一 人 の 兵士 が 休暇 を も ら っ て 卿 に 帰る 途中 、 川 の ほとり で 一 休 
み し て いた 。 兵士 は 趣味 の バイ オリ ン を 抱え て いた と いう 。 

そこ へ 、 老 人 姿 の チョ ルト が や っ て きた 。 も ちろ ん 、 兵 士 は 老人 が 悪 
魔 チ ョ ルト だ な ど と は 気づい て いな い 。 チヨ ルト は こう 言っ た 。 

「 そ の パイ オリ ン と 、 わ し の も っ て いる 魔法 の 本 と を 交換 し な いか 」 
本 を パラ パラ と めく っ た 兵士 は 、 そ の 本 が お も し ろ そ うだ っ た の で 、 
老人 の 申し 出 に 同意 し た 。 そ こ で 、 交換 と いう こと に な っ た が 、 老 人 
(実は チョ ルト ) は 兵士 に 、 

「 う ち に 3 日 間 泊 まっ て 、 パ イオ リン の 弾き 方 を 教え て くれ な いか 」 と 
頼ん だ 。 兵士 は これ も 承諾 し た 。 

そこ で 兵士 は 老人 と 3 日 間 す ご し 、 そ れ か ら よ う や く 故 郷 に 帰っ た 。 






































し か し 帰っ て みる と 、 3 日間 の は ず が 、 な ん と 3 年 も 経っ て いた と 6 


う 。 兵 士 は チョ ルト に 騙さ れ た の で ある 。 











参考 : 
『Understanding Northwest 
Coast Art」 Cheryl Shearar 











21. ズ ヌ ク ァ ー グ 7774777 の 一 


北米 の ネイ ティ ブ ・ ア メリ カン た ちの 間 に 伝 わる 精霊 で 、 巨 大 な 老婆 の 
姿 で ある と 考え られ て いる 。 毛 お どく じゃ ら の どす 黒い 体 に 、 状 くち ゃ の 乳 
房 が 巨大 な 部 の よう に 垂れ 下がり 、 縛 だ けが 鏡 や か な 朱 に 染まっ て 目立つ 。 
その うえ 、 樹 木 を な ぎ 倒す ほど の 怪力 の 持ち 主 な の だ か ら 、 老 婆 の 姿 を し 
て いる と は いえ 、 大 間 と は 掛け 離れ た 存在 と いえ よう 。 

ズ ヌ ク ァ は ふだん は 森 に 棲む が 、 地 下 に 潜っ て 、 け た た まし い 声 で 稲妻 
を 呼び 寄せ る こと も ある 。 そ の 泣き 声 は 、 

欄 衣 当 ウソ ウド ーー… 前 出 人 」 と 聞こ える らし い 。 

姿 ば か り で な く 、 泣 き 声 も 不気味 だ 。 

ズ ヌ ク ァ の 好物 は 大 肉 で 、 泣 き を や まな い 子 ども が いた り 、 森 に 迷い こん 
で きた 子ども を 見 つけ る と 、 ま る で キノ コ 狩 り を 楽し お よう に 、 ひ ょ いと 
捕まえ で は 背負 っ た カゴ に 投げ 入れ る 。 も ちろ ん 、 子 ども た ち は ズ ヌ ク ァ 
の 食糧 と な り 、 食 い 残し の 胴 隊 は ズ ヌ ク ァ の 首飾り に な る の だ 。 ズ ヌ ク ァ 
は 子ども た ちの 身 了 朋 を つなげ た 首飾り を じゃ ら じ ゃ ら と 鳴ら し て は 森 を 歩 
きま わる の だ と いわ れ て いる 。 

で きれ は ば 会 いた く な い 怪 物 で ある が 、 ズ ヌ ク ア を 捕らえ る と 幸運 に 恵 ま 
れる と も いう 。 捕らえ た ズ ヌ ク ァ の 身 栗 を 杯 に し 、 そ こ に 混 え た 水 を 子 ど 
も に か け て 祝福 する と 、 そ の 子 の 将来 の 運 が 開く と いう の だ 。 

ズ ヌ クア ァ は 呪術 的 な 富 と 幸運 を も 有 し た 精霊 と いえ る 。 





















































22. 典 鹿 ( き り ん ) ー/7777 一 


中 国 の 神 獣 で あり 、 そ の 出現 は 年 号 が 変わ る ぐら い の 慶 事 と され て い 
た 。 寿 命 が 長く 、2000 歳 ぐら いま で は 生き る と いわ れ て いる が 、 
1000 年 に 一 度 く らい し か 姿 を 現さ な いと も いわ れ て いる 。 

態 麟 の 姿 は 鹿 と 龍 を 合体 させ た も の の よう で 、 中 国 で は 鹿 と 龍 が 交わ 
っ て 誕生 し た も の で ある と 信じ られ て いた 。 

日 本 で も 詞 麟 の 存在 は 古来 より よく 知ら れ て いる が 、 こ れ は 中 国 か ら 
伝え られ た 話 が 広まっ た も の で 、 や は ぢ 幸運 を も た ら す 生物 で ある と し 
て 種々 の 調度 品 に 月 麟 の 画 が 用 いら れれ て いる 。 

も ちろ ん 、 こ こ で 言う 鹿 麟 は 、 動 物 園 な ど に いる キリ ン と は 、 ま っ た 
く の 別 物 で ある 。 

日 本 で も か つて 一 度 だ け 肖 騰 が 目撃 され た 例 が 伝え られ て いる 。 
東京 の 本 郷 5 丁目 に 住む 男 が 、 あ る 日 、 物 干し 台 に 仰向け に な っ て 、 
雲 ひ と つない 青空 を ぼん や り と 眺め て いた 。 す る と 、 東 の 空 に 、 な に か 
浮か ん で いる も の が 見 える 。 鹿 麟 に 似 て いる と 、 男 は お も っ た 。 見 つめ 
る うち に 、 男 は これ が 伝説 の 鹿 麟 で ある と 確信 し 、 他 の 者 に も 見 せよ う 
と 、 人 を 呼び 集め よう と し た が 、 あ い に く 近く に は 誰 も いな い 。 仕 方 な 
く ひ と り で 凝視 し て いる と 、 朋 麟 は ゆう ゆう と 西 の 空 に 消え て 行っ た と 
いう 。 こ の 話 が も し 真実 だ と し た ら 、 こ の 男 は まさ に 1000 年 に 1 度 の 

奇 下 に めい れ た こと に な る 。 















































アイ ル ラ ンド で は 「 男 の メロ ー」 


「 女 の メロ ー」 と 呼ぶ が 、 ほ か の 
ヨー ロッ パ 諸 国 で は 、 男 を メロ ー、 














女 を マー メイ ド と 呼ぶ こと が 多い 。 


23. メ ロー ー ル 7e77 の 一 








嵐 の 前 に な る と 出現 する と いわ れ て いる アイ ル ラ ンド の 人 人 。 男 女 の 
メロ ー が いる が 、 女 性 の メロ ー は 美しい 顔立ち を し て いる 。 

凶 兆 の 妖怪 と いえ る が 、 メ ロー 自体 が 人 間 に 害 を 加え る こと は な い 。 
それ どこ ろか 、 大 就 の な か で は 最も 温和 な 性 質 を 有 し て お り 、 漁 師 に 恋 
を し て し まう こと も ある 。 女 の メロ ー と 人 間 の 男 と の 間 に は 、 全 身 が 鱗 
で お お われ て 水 揺 き が ある 子ども が 生ま れる と いう 。 

メロ ー は 姿 を 変え る こと も あり 、 と き と し て 、 角 の な い 牛 と な っ て 海 
岸 に 現れ る こと が ある 。 こ の 姿 の と き に は 、 必 ず 赤 い 羽 根 の 帽子 を が ぶ 
っ て お ちり 、 こ の 帽子 さえ あれ ば 、 水 の 中 に 潜る こと が で きる 。 し か し 、 
意地 悪 な 大間 が 帽子 を 盗ん だ りす る と 、 メ ロー は も う 二 度 と 海 へ 戻る こ 
と が で き な く な っ て し まう 。 この 帽子 は メロ ー に と っ て は 、 天 女 の 羽 衣 
と 同じ よう な も の な の で あろ う 。 

一 方 、 男 の メロ ー で ある が 、 女 の メロ ー と 比べ る と 数 が 少な い 。 姿 形 
も 美女 の メロ ー と 同種 ヒ と は お も えな い ほ ど 醒 い 。 顔 も 体 も 、 と に か く 全 
身 が 緑色 で 、 鼻 だ けが 赤く 突っ て いる の だ 。 見 た 目 に は こん な に も 人 不 細 
工 だ が 、 性 格 は や さ し く 、 お も し ろ さ で は 女 メ ロー に 勝っ て いる と いう 。 














24. ジ ャ イア ント (巨人 ) ーOz277 一 


北欧 神話 で は 、 巨 人 は 神々 より も 先 に 、 最 初 の 生物 と し て この 世に 誕 
生 し て いる 。 そ れ は 次 の よう な 物語 で 語ら れ て いる 。 

この 世界 の は じ ま り は 、 海 も 大 地 も な く 、 も ちろ ん 草 一 本 生え て いな 
か っ た 。 た だ 、 ギ ン ヌ ン ガ と いう 夫 き な 空洞 が 真ん中 に ぽっかり と 穴 を 
空け そい る だ け だ っ た 。 そ し て 、 その 空洞 の 北側 は 氷 と 材 が 盛り 上 が り 、 
南 の 果て に は 熱 の 地 が あっ た と いう 。 

水 と 本 の 国 ニ フル ヘイ ム の 底 の 泉 か ら は 、 い くつ も の 川 が 流れ 出 て い 
た が 、 その 川 の ひと つ 、 エ リヴ ァ ル ガル の 水 に は 毒 が 含ま れ て お り 、 当 
然 な が ら 、 氷塊 に も 毒気 が あめ っ た 。 い つ し か 、 こ の 氷 に 生命 が 宿り 、 巨 
人 ミル が 生ま れ た と いう 。 

ユミ ル は 巨人 族 の 始祖 で ある が 、 氷 の 毒素 の た め に 一 族 は 凶暴 性 を 有 
する よう に な っ て し まっ た だ た 。 自分 と 同じ く 、 氷 か ら 生 まれ た アウ ドラ ム 
と いう 巨大 な 牝 邊 の 乳 を 飲ん 々 で ユミ ル は 成長 し た 。 

満腹 に な っ て 一 眠り する ユミ ル の 脇 や 股 か ら は 汗 が 洪 み 出し て くる が 、 
な ぜ か が 用 の 下 か ら 男 女 の 巨 人 が 生ま れ 、 股 か ら は 頭 が 3 つ あ る 巨人 が 現 
れ た 。 巨 人 族 は この よう に し て 増え て いっ た の だ と いう 。 




















25. バッ クベ アー ド ーpgc ん の eg7egー 


バッ クベ アー ド は イギリス や アメ リカ で 語 わ 伝え られ て いる 、 巨 大 な 
目玉 が 特徴 的 な 妖怪 で ある 。 角間 

た いて い は 黄 皆 時 に 現れ 、 ぽ ぼ あ や り し てい る 人 が いる と 、 昭 みつ ける 。 
この 目 に は 特殊 な 力 が ある よう で 、 脱 ま れ た 者 は と た ん に 目 骸 を 感じ て 
し まう と いう 。 ビ 比 の 屋上 や 窓際 な ど に いれ ば 、 た ち ま ち 落 ち て し まう 。 
だ か ら 、 バ ッ ク ベ アー ド に 出会っ た ら 、 そ の 目 を 見 な いよ うに し な け 
れ ば いけ な い 。 一 種 の 光化学 スモ ッ グ の よう な も の が バッ クベ アー ド の 
正体 で あろ うか 。 

ぼく は 姿 形 が お も し ろ い の で 、 バ ッ ク ベ アー ド を よく 作品 に 登場 させ 
る が 、 実際 に は お 目 に か か っ た こと は な い 。 

水中 か ら 太 陽 を 見 る と 、 世 界 が 奇妙 に 歪ん だ よう で 、 変 な 気持 ち に な 
る が 、 太 陽 が 目玉 だ と し た ら 、 あ ん な 大 き な 目 は 見 た こと が な い 。 ま た 、 
太陽 が 沈 お と き 、 大 きく 見 える こと が ある が 、 バ ッ ク ベ アー ド は た ぶん 
そう いっ た 夕陽 な どか ら 連 想 さ れ た も の な の か も し れ な い 。 


























突撃 を 寸前 で 交わ し て 大 木 に 角 を ~ 




















突き 刺さ せ た り 、 処 女 に な つく 習 
性 を 利用 する な ど 、 ユ ニコ ー ン 狩 




















り に は 様々 な 方 法 が ] 








[ 夫 さ れ た 。 











26. 一 角 獣 | 中 ユ コー ン ) ー の 7/co77 一 


世界 各国 の 神話 に 登場 する 、 額 に 1 本 の 長い 角 を 生やし た 獣 、 そ れ が 
一 角 獣 で ある 。 

その 国 の 神話 に よっ で て 、 姿 は 山羊 に 似 て で いたり 、 馬 に 似 て いた り 、 ま 
た 蛇 に 似 て いた り と 、 ま こと に 多種 多様 な 姿 が 語り 伝え られ て いる 。 

1 本 の 角 に つい て も 諸説 が あり 、 [王者 の 権力 」 と いっ た 力 強 さ を 示 
す も の で ある と 主張 する 人 も いれ ば 、 [純潔 の 印 で ある と いう 見 方 を 
する 人 人 も いる 。 一 角 獣 の 角 は 十字 架 を 表す も の で あり 、 一 角 獣 自身 が キ 
リス ド で ある と 解釈 する キリ スト 教 の 一 派 も ある よう だ 。 

イン ド で も 一 角 獣 の 角 は 神聖 視 さ れ て いる 。 角 か ら 削 り 取 っ た 粉末 は 
解毒 剤 と た なり 、 そ の 角 製 の カッ プ を 常用 する と 、 症 紡 を 防ぐ こと が で き 、 
毒 か ら も 免れ る こと が で きる 、 な ど と いっ た 信仰 に まで 発展 し て 
いる 。 イ ンド の 大 金持ち た ち は 、 一 角 獣 の 角 か ら 作 っ た と され る カッ プ 
を 手 に 入れ る た め に は 代価 を 惜しま な か っ た と いわ れ て いる 。 

角 の 粉末 が 有する 霊力 の 噂 は 中 世 ヨ ー ロ ッ パ に も 届き 、17 世 紀 一 18 


世紀 頃 の イギリス で は 、 ア リコ ー ン と 称 さ れ た 一 角 獣 の 粉末 が 英国 王立 


医師 協会 の 薬品 リス ト に 加え られ て 重要 視 さ れ て いた と いう 。 
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27. セ ドナ ー5eg77 一 


セドナ は カナ ダ ・ イ ヌイ ッ ト た ちの 間 で 伝え られ て いる 海 の 主 で ある 。 
「 海 の 女王 ] と いう 別名 を も ち 、 伝 説 に よれ ば 、 も と も と は 中 部 イヌ イ 
ッ ト に 伝わる 巨人 の 娘 だ っ た と いう 。 

娘 は 肉 を 真 り 喰 ら う 恐ろし い 性 質 を し で お り 、 眠 っ て いる 両親 の 両手 
両足 まで 喰らっ て し まっ た 。 慎 怒 と 恐 舌 に か られ た 両親 に よっ て 娘 は 海 
に 投げ 入れ られ 、 そ の まま 海中 で 『 海 の 生 物 の 大 いな る 母 」] セドナ に な 
うた と いう の が 、 セ ドナ の 誕生 伝説 で ある 。 

セドナ は 魚の 回 遊 を 支配 し 、 貞 を 起こ ず 旋 を も っ て いる と 考え られ て 
お りら 、 その た め イ ヌイ ッ ト の シャ ー マ ン は 、 食糧 不足 の 際 に は 、 セ ドナ 
の お 告 ぼ に 古 を 澄 ま す の だ と いう 。 

日 本 で は 、- 「 海 の 主 」 な ど と いう と 、 す ぐに 海 坊主 の 類 が 連想 され る 
が 、 イ ヌイ ッ ト た ち に と っ て 、 セ ドナ は 妖怪 と か 化け 物 と いっ た と ら え 
か た は され て いな いよ う で ある 。 か と いっ て 、「 海 を 守る 主 」 で ある と 
か 、「 海 の 神 ] で ある か と いえ ば 、 そ う で も な い 。 ど う や ら 、 セ ドナ は 
「 祖 父母 の 寺 」 、 す な わ ち 「 先 祖 の 寺 」 と 考え られ て いる よう で ある 。 

セドナ は カナ ダ ・ イ ヌイ ッ ト た ちの 死生 観 が 生ん だ 産物 と いっ て も よ 
い だ ろ う 。 上 


























「 長 鞭 を は いた 猫 』 の オー グル は ヾ 


魔法 を 使う が 、 た いて い の オ ー グ 
ル は 知恵 も 働か ず 、 武 器 を 使う こ 
と は あま りな いと いわ れ て いる 。 


28. オ ー グ ル ーOg7e 一 










イギリス で は 、 人 喰い 鬼 を 「 オ ー グ ル 」 と か 「 オ ー ガ 」 と 呼ぶ 。 
オー グル は 人 肉 を 好み 、 性 質 も 凶暴 で し ば し ば 人 間 を 襲っ た 。 オ ー グ 
ル に 対す る 恐怖 心から が 、 中 世 騎 士 物語 の な か で は 、 オ ー グ ル は 巨人 の 
よう な も の と し て 請 全 れ て いる こと が 多い よう だ 。 ま た 、 オ ー グ ル は 立 
派 な 冠 を か ぶっ た 、 小 鬼 た ち を 支配 まる 「 鬼 の 王 」 だ と いう 説 も ある 。 
フラ ンス の 作家 ペロ ー は その 作品 『 長 靴 を は いた 猫 』 の な か で 、 猫 に 、 
「 何 に で も 変身 で きる と いっ て も 、 まさ が 豆粒 な ん か に は 化け られ ませ 
ん よね 」 と 言わ れ て 、 腹 を 立て た オー グ 比 が 、 豆 粒 に 変身 し た と ころ を 
パク リ と 食べ られ て し まう 話 を 書い て いる 。 

オー グル の な か に は 、 静 か に 読書 を する こと を 趣味 と する も の も いる 
そう な の で 、 人 喰い 鬼 と は いっ て も 、 い ろ い ろ な 性 格 の オー グル が いる 
の だ ろう 。 し ゅ て ん どう じ 
人 を 喰らう と いう と 、 日 本 で も 鬼 の 類 が よく 知ら れ て いる 。 酒 硝 童子 
が 率い る 大 江山 の 鬼 な ど は 人 人 間 よ り 少 し 大 きい 程度 だ が 、 香 川 県 に 伝え 
られ る 手洗 い 鬼 な ど は も の 凄く 巨大 な 鬼 で ある 。 な に し ろ 高 松 か ら 丸 草 
の 間 の 約 12km も の 湾 を 一 味 ぎ に し て 手 を 洗う と いう の だ か ら 。 い っ た 
い ど ん な 汚い こと を し て 手 を 洗う の だ ろう か 。 ち ょ っ と 気 に な る こと だ 。 




















29. シ モル グ ーS5727g7 一 


シー ムル グ 、 ス ィ ー ム ル グ 、 セー ン ム ル ヴ と も 呼ば れ 、 ペ ルシア 人 の 間 
で は 、 コ ー カ サス の 山 に 棲 お と 信じ られ て いる 神 獣 で ある 。 言葉 を 解 し 、 
哲学 者 の よう に 人 間 と 議論 する こと も ある と いう 。 

ある 人 が シモ ルル グ に 年 齢 を 対 ね る を 、 次 の よう な 答え が 返っ て きた 。 
[ご この世 は 創造 物 で 7 回 満た され その た びに 7 回 、 動物 が 1 匹 も いな 
く な っ た 。 われ われ の 今 い る アダ ム の 時 代 は 、7000 年 つづ く で あろ う 。 
これ は 年 月 の 大 き な 周 期 を な す も の で ある が 、 私 は これ まで に その 周期 
を 1 ら 回 見 た 。 あと 何 回 見 る こと に な る の が は わか ら な い ]」 

シモ モル グ は また 、 英 雄 た ちの 乗り 物 と し て 使わ れ た と 伝え られ て いる 。 
[速い ] と いう より も 、 ア ッ と いう 間 に 無 限 の 距離 を 跳 記 と いう 。 シ モ 
ル グ に は 瞬間 移動 能力 で も あっ た の だ ろう か が 。 

天狗 の よう な 、 仙 人 の よう な 生き 物 だ が 、 シ モル グ は ひじ ょ うに 大 き 
な 体 を し て お り 、 そ の 維持 の た め に 大 食 漢 に な っ た の か 、 い くつ も の 山 
に 生え る すべ て の も の を 喰い 尽く さ な い と 生き て いけ な いと いわ れ て い 
る 。 仙 人 の よう に 皿 を 食す る と は いか な いよ う で お ある 。 神 獣 と は いえ 、 
厄介 な 一 面 と いえ よう 。 
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30. メ ー ブ ( 女 主 マブ ) ー の ee 47g の ー 


妖精 の 国 に は 妖精 の 女王 が いる 。 女 王 と も な る と 、 さ す が に 成 風 堂々 
と し て お り 、 ほ か の 妖精 と 比べ て 、 服 も 贅沢 で ある 。 女王 は 緑 の 地 に 金 
の スパ ンコ ー ル を つけ た 縁取 り の ドレ ス を 身 に まとい 、 頭 上 に 輝く 冠 に 
は 真珠 が ちり ば め ら れ て いる と いう 。 

ケル ト 族 の 妖精 の 女王 は メー ブ と いう 名 前 で 、 妖 精 王 オベロン の 妃 で 
あり 、 女 神 ダ ヌ の 子孫 で ある と 伝え られ で いる 。 そ の 容姿 は 花 の よう に 
部 や か で 、 そ の 生活 も 贅沢 な も の だ っ た らし い 。 

『 妖 精 辞典 】 に よる と 、 メ ー ブ は アイ ル ラ ンド 北西 部 地方 コナ ハト の 
アル スタ ー 伝 説 に 登場 する 女 戦士 で ちり 、 ア ルス ター の 英雄 クー フー リ 
ン と し ば し ば 戦っ た と 記さ れ で いる 。 

メー ブ の 一 族 は 女王 が 象徴 し こい る の だ ろう が 、 ほ か の 妖精 た ちよ り 





も 華麗 で ロマ ンチ ッ ク な よう だ 。 バ イロ ン や キー ツ と 並ぶ イギリス の ロロ 


マン 派 の 詩人 シェ リー の 長 詩 「 女 王 マブ | は 、 妖 精 メ ー ブ の こと を 詩 で 
詠っ た も の で ある 。 














夫 に 湯浴み 姿 を 見 られ た 
ー ヌ は 別れ を 告げ て 消え 
その 後 、 夫 の 一 族 ・ 子 擦 
が つづ き 、 城 に も 異変 が 3 


メリ ュ ジ 
去っ た 。 
こ は 奇 褐 
E じ た 。 















31. メ リュ ジー ヌメ ー ル ce/S777e, /7e/77S777eー 


人 間 と 結婚 の で きる 妖精 を 、 フ ラン ス で は メリ ュ ジ ー ヌ と 呼ぶ 。 メ リ 
ュ ジ ー ヌ は 水 の 精 で ある と 同時 に 、 ド ラゴン の 一 種 と も 考え られ て いて 、 
フラ ンス の ヴー ヴ ル と いう 飛龍 と は 姉妹 関係 に ある と され て いる 。 

ある メリ ュ ジ ー ヌ は 、 城 の 中 で 一 人 の 男 と 暮らし て いた 。 男 が 課せ ら 
れ た タブ ー を 破る と 、 メ リュ ジー ヌ は 美女 の 姿 か ら 一 瞬 に し て 、 腰 か ら 
下 が 蛇 体 と いう 、 水 の 精 の 本 来 の 姿 に 戻っ て で し まう の で ある 。 男 が 守ら 
ね ば な ら ぬ 、 そ の タブ ー と いう の は 、 

・ メ リュ ジー ヌメ ヌ を 鉄 に 触れ させ な いこ ごと 。 

・ メ リュ ジー ヌ が 裸 で いる と ころ を けっ し で 見 な いこ と 。 

・ メ リュ ジー ヌ の 前 で 「 死 」 と いう 言葉 を 皿 に し な いこ と 。 

な ど で あ っ た 。 

また 、 メ リュ ジー ヌ の 話 は ギリ シア の 農民 た ちの 間 に も 伝え られ て い 
る 。 メ リュ ジー ヌ は ギリ シア で は 不 人 情 な うえ に 厄介 者 で あり 、 し か も 
絶世 の 美女 と いう こと に な っ て いる 。 や は り 人 間 の 男 と 結婚 する が 、 人 
が 驚く さま を 見 て は 喜ぶ と いう 困っ た 性 質 を 随所 に みせ て いる 。 た だ たとえ 
ば 、 人 間 の 赤ん坊 を 盗ん だ り 、 身 の 毛 も よだつ よう な 姿 の 子ども を 産ん 
で は 捨て た り 、 入 浴 中 の 自分 の 姿 を 見 た 男 を 気絶 させ た り と 、 わ が まま 
の し ほう だ いな の で ある 。 











ガル ー ダ は か つて 天界 の 神 と も 互 ~ 
肖 に 戦っ た と いう 。 そ の 伝説 に 的 














か れ て か 、 イ ンド ネシア 国旗 に は 
ガル ー ダ が 力強く 描か れ て いる 。 








32. ガ ルー ダ ーCg7z の 一 


全長 が 300 余 里 に 達する と いう 黄金 の 細 を も つ 巨 鳥 で あり 、 そ の 一 部 
は 人 間 の 姿 を し て いる 。 吉 代 イン ド の ヒン ドゥ ー 教 で は 「 鳥 類 の 王 」 と 
され 、 神 殿 を 治め る 三 大 神 の うち の 第 二 神 で ある ヴィ シュ ヌ 神 が 背 に ま 
た が る と 伝え られ て いる 。 

すなわち ガル ー ダ は 神々 の 乗り 物 と そい うわ け だ が 、 一 方 で は ガル ー ダ 
は ヴィ シュ ヌ 神 や ブラ フ マ ー ( 蒲 天 ) が 、 衆 生 を 救う た め に 化身 し た も 
の で ある と も 考え られ て いる 。 イ ンド 各地 の 寺院 に は 、 青 銅 や 石 で 造ら 
れ た ガル ー ダ の 像 が 礼 ら し れ て いる 。 ニ ムル カ と いう 神秘 家 な ど は 、 ガ 
ルー ダ の こと を [永久 に 救 わ れる 魂 」 と 称し て いる 。 0 

また 仏教 で は 、 ガ ルー ダ は 天龍 八 部 家 の 一 人 に 選ば れ て いる 。 迎 楼 
の 名 を も ち 、 須 弥山 を 駆け 巡り 、 口 か ら 吐 いた 火 で 龍 を 取っ て 喰らう と 
され て いる 。 日 本 の 天狗 は 、 迎 楼 唆 (ガル ー ダ ) の 変形 で ある と いう 説 
も ある よう だ 。 

し か し な が ら 、 ガ ルー ダ の 博物 学 上 の 名 称 は 金 下 鳥 と いい 、 ワ シタ カ 
科 の 鳥 で ある こと を 示し て いる 。 イ ンド ネシア の ナシ ョ ナル ・ フ ラッ グ 
キャ リア で ある 「 ガ ルー ダ ・ イ ンド ネシア 航空 」 な ど と いう の も 、 元 は 
この 伝説 の 巨 鳥 ガル ー ダ か ら と っ た も の で ある 。 
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33. ス イス の 静 ー/7ggo7 の 7 Se7777 の 一 


スイ ス で は 、 龍 は 雷雨 や 起 が 降る 直前 に 姿 を 見 せる と いわ れ て いる 。 
また 、 森 を 流れ る 川 が 滝 の よ うに 山 を 下り 、 樹 木 や 岩石 を 呑み 込ん で 渦 
浴 す る と 、「 龍 の お で まし だ ! 」 な ど と いう 。 

さら に は 、 彗 星 や 流星 も 龍 が 飛ぶ 姿 と され 、 龍 に まつ わる 言い 伝え は 、 
昔 か ら 数 多く 語り 継が れ て いる 。 

1420 年 に は 、 ル ツェ ルン の ある 桶屋 が 、 誤 っ て 龍 が 棲む 洞穴 に 落ち 
て しま う 事 故 が 起こ っ た 。 桶屋 は 1 1 月 6 目 か ら 4 月 10 日 まで の 約 5 ヵ 
月 間 を 、 ず っ と 龍 の 傍ら で 、 龍 と 同じ よう に 、 岩 肌 か ら 洪 み 出 て くる 者 
辛い 液体 で 秀 え を じ の ぎ つ つ 我慢 する より ほか な か っ た 。 

や が で て 、 春の 気配 を 感じ た 龍 が 飛び 立つ 準備 を は じ め た 。 桶 屋 は これ 
が 最後 の チャ ンス と お も い 、 そ の 尾 に つか まっ て 一 緒 に 穴 か ら 脱 出し よ 
うと 試み た 。 死 ん で も この 手 を 放す まい と お も っ た が 、 地 上 に 出 た 瞬間 
に に 、 あ まり の 喜び で 手 を 放し て し まう 。 し か し 、 そ れ が 幸い し て 、 議 と 
の 無事 に 別れ る こと が で きた の だ 。 そ の まま で いた ら 、 ど こ に 運ば れ て い 
た か わか ら な い 。 と も あれ 、 自 由 の 身 に な っ た 桶屋 は 、 よ う や く 町 へ 戻 
る こと が で きた と いう 。 

スイ ス に 残る 、 龍 に まつ わる 古い 民話 の ひと つ で ある 。 













ヨー ロッ パ の 龍 は 東洋 と 違い 、 な 
ぜ か 邪悪 な も の と 考え られ て いた 。 
ゲル マン 神話 で は 、 財 宝 の 見 張り 
役 、 番 人 を 務め て いる こと が 多い 。 




















カト リッ ク で は レビ ヤ タ ン を 神 に で ご 


敵対 し て 天上 界 を 追放 され た 天使 
と 解 し て いる 。 レ ビ ヤ タ ン は 地獄 
で 「 始 の 魔王 | に な っ た と いう 。 








34. レビ ヤ タ ン (リバ イア サン ) ー ル ev カー 


レビ ヤ タ ン は 強大 無比 な 海 の 巨獣 で 、 旧 約 聖書 の 「 ヨ ブ 紀 」 に よれ ば 、 
いっ さい の 恐れ を 知ら ず 、 高 慢 な 者 すべ て を 見 下す 、 ま さ に 誇り 高き 者 
の 王 で ある と 、 神 に 評価 され た と いう 。 レ ビ ヤ タ ン に 匹 英 で きる の は 、 
陸 の 巨獣 べ ペ へ モト の み だ と いわ れ て いる 。 

その 姿 形 は ユダ ヤ と 蔽 対し て いた エ ジ プ ド の ナイ ル ワ ニ や 蛇 神 ネフ シ 
ュ タ ン を イメ ー ジ 化 じ た も の で ある と いう 説 が ある が 、 詳 し いと ころ は 
わか っ て いな い 。 後に 、「 レ ビ ヤ タ シ 」 は 英語 で 「 大 型 船 ] を 表す 言葉 
に な っ た が 、 も と も と は この 怪物 の 名 で 、「 巨 大 な 、 吉 る べき も の 」 と 





: いう 意味 だ っ た 。 


旧約 聖書 の 「 詩 編 」 。 で は 、 レ ビ ヤ タ ン は 世界 を 支え る 巨大 な 台 で ある 
と いう 。 神 に よる 「 最 後 の 審判 」 で 世界 が れ 落ち た と き 、 レ ビ ヤ タ ン 
は 再び 海 主 に 現れ て 、 罪 が 許さ れ な か っ た 者 た ち を 呑み 込む と いう の で 
ある 。 そ し て 、 最 後に は 神 に よっ て 頭 を 砕 か れ て 、 陸 の 巨獣 べ へ へ モト と 
と も に 、 杜 な る 者 た ち へ の 晩 准 の 肉 と し て 供 さ れる と 記さ れ て いる 。 

また 、 同 じ 旧 約 聖書 の ドイ ザヤ 書 」 で は 、 神 の 剣 で 斬り 殺さ れる と 書 
か れ て いる 。 こ の 2 つの 記述 の た め 、 レ ビ ヤ タ ン は 2 匹 存 在 する と 考え 
られ る よう に な っ た 。 
ほか に も 、 レ ビ ヤ タ ン を 神 の 英 対 者 と し 、 悪 魔 の 一 種 と する 考え 方 も 
ある よう だ 。 も ちろ ん 、 べ へ モト も 同じ で ある 。 








y 
の 7 と 
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35. グ リッ フィ ン (グリ フォン ) ーC777 が 7,G7777 一 


殖 の 頭 部 と 細 を も ち 、 ラ イオ ン の 胴体 を し た 幻 獣 グ リッ フィ ン は 、 ギ 
リシア 人 の 間 で 、 国 の 財宝 を 守る 聖なる 獣 と 信じ られ て いる 。 実際 、 ギ 
リシア や ロー マ な どの 彫刻 に 描か われ た グリ ッ フ ィ ン の 姿 は 数 多い 。 

グリ ッ フ ィ ン に は 、 そ の 昔 、 一 つ 目 の アリ マス ポイ 人 と 闘っ た と いう 
伝説 が ある 。 だ が 、 一 説 に よる と 、 グ リッ ラ ヲ ィ ン の 起源 は イン ド で 、 そ 
こ か ら 西 アジ ア に 伝播 じ 、 ギ リシア まで 広まっ た と いう こと で ある 。 ギ 
リシア で の グリ ッ フ ィ ン は 巻き 毛 の だ で が み だ が 、 ア ジア の グリ ッ フ ィ 
ン は その 頭 部 に ニワ トリ の よう な ドサ カ が ある 。 伝 わる 途中 で 、 多 少 姿 
が 違っ て きた よう で ある 。 

また 、 4 世紀 の ク テ シ オス に よる と 、 ダ リッ フィ ン の 姿 は 両 眼 が 燃え 
る よう に 赤く 、 首 の 羽毛 は 青い 、 と いう よう に 、 さ ら に 細か い 描 写 が な 
され で いる 。 そし て 、 ラ イオ ン と 象 だ けが 、 グ リッ フィ ン を 打ち 負かす 
こと が で きる と も いっ て いる 。 

時 に より 、 所 に より 、 姿 も 性 格 の 解釈 も さま ざま な グリ ッ フ ィ ン で あ 
る が 、 キ リス ト 教 に な る ど 、 神 の 使い と し て の 役目 を 課せ られ て いる 。 
エデン の 楽園 に ある 、 教 会 の 勝利 を 表す 神々 の 二輪 車 を 引く こと で ある 。 
没 ち 地 ゆ 中 同和 存 光ら グリ ッ フ ィ ン は この 役目 を 気に入っ て いる らし く 、 ラ イ バ ル と な り そ う 
せ 、 欲 に くら ん だ 盗掘 者 た ち を 見 が な 馬 を 忌み 嫌い 、 馬 と みる と 、 襲 っ て 喰い 殺す と いう 。 馬 た ち に 自分 の 
つけ る と 、 襲 いか か っ て くる の だ 。 im 役目 を 奪わ れる こと を 恐れ て いる の だ ろう か 。 














グリ ッ フ ィ ン は 砂漠 の 財宝 の 番 人 











36. ボル キュ ス ー ア or ん YSー 


ギリ シア ・ ロ ー マ 神 話 と 旧約 聖書 に 登場 する 、 巨 大 な 魚の よう な 怪物 
で ある 。 

ヨナ は 、 主 に よっ て ニ ネ の 地 へ 行く こと を 命じ られ た が 、 主 か ら 逃 れ 
よう と し て 、 金属 を 運び 出す 港 タル シシ へ 向け て 出航 し た 。 逃亡 に 気 づ 
いた 主 は 、 海 に 激しい 風 を 送り 、 船 は 難破 し そう に な っ て 、 ヨ ナ は 海 に 
投げ 出さ れる 。 海上 を 漂う ヨナ は 、 や が て 海 の 怪物 ポ ルキ ュ ス に 呑み 込 
まれ 、 そ の 腹の中 で 3 日 間 を 過ごす 。 3 日 目 に ヨナ は ボルキュス か ら 吐 
き 出 され 、 黄 泉 の 深み か ら 主 に 救い を ぢ うた 。 

これ が 旧約 聖書 の 「 ヨ ナ 記 」 が 伝え る 英雄 ヨナ の 逸話 だ が 、 ポ ルキ ュ 
ス は ここ に 、 ま さ に 死神 と し で 登場 し て いる 。 

ポル キュ ス の ラテ ン 名 は 「 ポ ルク ス 」 ま た は 「 オ ルク ス 」 で あり 、 こ 
こ か ら 英 語 の 「 オ ー ガ 」 「 オ ルク 」 (人 喰い 鬼 ) に 派生 し た と いう 。 
この 絵 も 、 3 世紀 ご ろ に 造ら れ 、 地 中 海東 部 か ら 出土 し た 「 海 獣 か ら 
吐き 出さ れる ヨナ 」 の 大 理 石像 を も と に 描い た も の だ 。 




















ハル ピュ イア は 神々 が 人 間 に 罰 を ヾ へい 、 











与え る た め に 利用 する 。 オ リン ポ 
ス か ら 黄 金 の 番犬 を 盗ん だ 者 の 娘 





は 、 撮 われ て 地獄 の 下僕 と され た 。 











37. ハ ルビ ピュ イア (ハー ビー) 呈 rpy= 


英語 名 の 「 ハ ー ビ ー」 の ほう が よく 知ら れ て いる が 、 も と も と は ギリ 
シア 神話 に 登場 する 妖怪 で 、 ギ リシア 語 の 「 ハ ルビ ピュイ ア 」 が 正しい 名 
前 の よう だ 。 そ の 意味 は .「 ひ っ つか お む お 」 と いう こと で ある が 、 ギ リシア 
で は 汚い 怪物 、 あ る い は 魔女 と いう よう に 考え られ て いる よう で ある 。 

その 姿 形 は 、 人 間 の 女 の 顔 を し な が ら 鎧 い 移 瓜 を も っ た 怪 島 で 、 胴 体 
か ら は 悪臭 を 撤 き 散ら す 。 大 好物 は 大 間 。 人 の 姿 を 見 た ら 、 大 人 で も 子 
ども で も 鋭い 爪 で か っ さら っ て 、 魂 を 真 り 、 肉 を 喰らう 。 惜しく も つか 
め な か っ た 人 間 に は 、 自 分 た ちの 排 港 物 を 落と し て 、 体 を 糞 ま みれ に す 
る と いう の だ か ら 始 末 に お えな い 。 

八 比 ピュ イア の 真 欲 さ は 止ま る と ころ を 知ら ず 、 死 者 の 霊魂 まで を も 
釣 に 引 つ か け て 飛ん で 行く と いう 。 因 果 な こと に 、 ハ ルビ ピュ イア は 喰 
ら っ で も 、 喰らっ て も 、 そ れ が 養分 に は な ら な い 。 こ の あたり は 、 日 本 
の 鐘 軸 の よう で も ある が 、 ハ ルビ ピュ イア は 液状 の 未 消化 物 を 垂れ 流す の 
だ 。 こ れ が 大 気 を 毒 し 、 墓 木 を 汚す 。 た ちの 悪い 妖怪 で ある 。 

ハル ピュ イア は も と と も は ス トロ パ デ ス 群島 に 棲ん で いた が 、 詩 人 ウ 
ェ ル ギリ ウス に よっ て 冥府 に 追い や られ た と いわ れ て いる 。 ギ リシア の 
幕 石 の 装飾 に も 、 こ の ハル ピュ イア の 姿 が 見 られ る 。 す な わ ち 、 ハ ルビ ピ 
ュ イ ア は 「 悪 い 霊 」 の 一 種 か も し れ な い 。 
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カト ブレ パス は 、 プリニウス の 
「 博 物 誌 』」 で 紹介 され た の を は じ 
め と し て 、 フ ロー ベル の 「 聖 アン 
トワ ー ヌ の 誘惑 』】 に も 登場 する 。 








38. カ トブ プレ パス ーCG7o//epgy 一 


カト ブレ パス は アフ リカ の エチ オ ピ ア に 棲 お と いわ れ て いる 幻 獣 で あ 
る 。 黒 い 水牛 の よう な 身体 を も ち 、 頭 部 は 豚 に 似 て いる 。 し が し 、 た て 
が み が 顔 まで お お っ て お り 、 顔 の 造作 を は っ きり 見 る こと は で き な い 。 
獣 の よう だ が 、 か な り 不 気味 で あり 、 む しろ 複合 動物 の よう で も ある 。 

特徴 は 豚 の よう な 頭 部 で ある 。 こ の 頭 が た い へ ん 重い らし く 、 地 面 に 
まで 垂れ て いる の だ 。 支え と な る べき 首 は 、 腸 の よう に 長く ぷよ ぶよ と 
細い だ け で 、 ほ と ん ど 役 目 を は た し て いな い 。 その た め 、 主 食 の 草 を 食 
べ る と き に は 、 首 を 自分 の 胴 に 巻き う ける らし じい 。 し か し 、 感 覚 が 鈍く 、 
草 と まち が えて 自分 の 足 に 喰い つい だ りす る こと も ある そう だ 。 

カト ブレ バ パス は ふだん は 泥 の な か に 座り こん で いる と いう 。 自 分 か ら 
動き まわ る と いう こと は し な い の で 、 遭 遇 する お それ は 少な いか も し れ 
な い が 、 出 会 っ た と き は 細心 の 注意 を 払わ な けれ ば な ら な い 。 な ぜ な ら 、 
カド ヲ レ パス に 昭 ま れ た 人 間 は 必ず 死ん で し まう と いわ れ て いる か ら だ 。 
ご の あたり は 、 同 じ ア フリ カ に 棲息 する 怪物 バジ リス ク に 似 て いる 。 

し か し 、 カ トブ レ パ ス は いつ も 下 を 向い て いる の で 、 相 対し て も 目 が 
合う 可能 性 は 少な く 、 そ れれ ほど 危険 が な い 幻 獣 と も いえ る 。 と は いえ 、 
カト ブレ パス の 吐く 息 に は 毒 が あめ り 、 そ の 皿 を 吹き か けら れ た 草 は 枯れ 
て し まう と いう か ら 、 や は り 近 づか な い ほ う が 無 難 で ある 。 

そう いえ ば 、「 カ トブ レ パ ス 」 と いう の は 、 現 地 語 で 「 そ こっ と 、 下 ” 
か ら 見 る ] と いう 意味 が ある そう だ 。 
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人 魚の 伝説 は 世界 各地 に 残っ て い 








る 。 日 本 で は 人 魚の 肉 を 食し た た 























め に 、 八 百年 の 長寿 を 得 た 八 
丘 尼 の 話 が 有名 で ある 。 
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39. オ ラン ダ の 人 人 久 ー/7e77g77 の 7 We 太 e7727 の 5 一 


今 か ら 600 年 近く 昔 の 1403 年 の こと で ある 。 

オラ ンダ の バ パー マー レイ ク で 、 エ ダム と いう 乳 し ぼり の 男 が 、 一 匹 の 
人 人 魚 を つか まえ た だ た 。 そ の 獲物 は 、 大 間 で いえ ば 小柄 で 髪 の 美しい 乙女 だ 
が 、 う ろ こ を も っ た 下半身 が 紛れ も な く 人 人 で ある こと を 証明 し て いた 。 

エダ ム は この 人 人 魚 を ハー レム 市 に 連れ で いき 、 人 間 と 同じ よう な 生活 
を させ て みる こと に し た 。 す る と 、 人 魚 は や が て 糸 を 紡ぐ こと を 覚え 、 
十字 架 を 敬う こと さえ も 知っ た と いう 。 

陸 に 揚がっ た 人 人 魚 は すぐ に 死ん で し まう か と も 思え た が 、 エ ダム の 人 
魚 は 長寿 を 保っ た と 伝え られ て いる 。 た だ 、 彼 女 の 話す 言葉 は 誰 に も 理 
解 さ れ な か っ た と いう 。 そ れ で も 、 天気 を 予報 し て いた と いう か ら 、 伝 
達 手段 は も っ て いた の だ ろう 。 あ る い は 、 人 人 魚 は イル カ の よう に 超 音 波 
で 会 話し て いる の か も し れ な い 。 天気 の 予知 が で きる と いう の も 、 も と 
も と 人 人 に 備わっ た 能力 の ひと つ で ある 。 

人 人 魚 を つか まえ た と いう 話 は 世界 各地 に 伝え られ て いる が 、 オ ラン ダ 
の エダ ム の 話 ほ ど 、 人 間 の 生活 に な じん だ 人 魚の 記録 は 珍し い 。 




















40. キ ルム リス ー ル zo が y 一 


キル ムリ ス は 口 が な く て 大 き な 鼻 を も つ 精 霊 で 、 ス コッ トラ ンド の 水 
車 小屋 に 出没 する と いわ れ て いる 。 

乾燥 させ る た め に 地面 に 広げ て ある 大 麦 の 上 に 応 を ふり か けた り と 、 
人 間 に イ タ ズ ラ を 仕掛 け て は 喜ん で いる キル ムリ ス だ が 、 水 車 小屋 の 主 
人 と 、 そ の 家族 の 繁栄 の た め に は せっ せ と 尽 くす 。 人 の 病気 や 不幸 を 感 
じ る 能力 を 備え て いる の か 、 キ ルム リス が 泣き 叫ぶ と き は 悪い 事 が 起き 
る 前 兆 だ と も いわ れ て いる 。 そ う 考 える と 、 キ ルム リス は 水車 小屋 を 生 
業 と する 人 た ち に と っ て の 守り 神 と いえ る が も し れ な い 。 

また 、 ど うい うわ け か 、 粉 屋 だ け は キル ムリ ス の イタ ズラ を 抑え る こ 
と が で きる の だ 。 粉 屋 が 、 

年 老い た キル ムリ ス よ ・……… ] 

な ど と 呪文 を 唱え は じ め る と 、 キ ルム リス が 息 を 切ら し な が ら 姿 を 現し 、 
その 命令 に 従う よう に な る と 伝え られ て いる 。 

た ぶん 、 キ ルム リス は 水車 小屋 の 精 圭 、 す な わ ち 一 種 の 屋敷 神 の 性 格 
も 備え て いる の で あろ う 。 

水車 小屋 な ど に 入る と 、 何 か が いる よう な 奇妙 な 存在 感 を お ば える こ 
と が ある が 、 キ ルム リス も そう いっ た 感じ と 無縁 で は な いと お も われ る 。 












































ヘン ルー ダ と いう 植物 は バジ リス ~ 


ク の 昭 み に 耐え 、 枯 れる こと が な 
い 。 「 皿 恵 の 薬草 ] の 別名 を も ち 、 
その 葉 に は 傷 を 癒す 効能 が ある 。 





41. バジ リス ク ーgs7/ が ん 一 


バジ リス ク は 北ア フリ カ や 西 ア ジ ア で いう と ころ の 悪魔 の 一 種 で ある 。 
毒蛇 が 鶏卵 を 喘 化 させ て 誕生 し た と いう 、 奇 怪 な 姿 の バジ リス ク に 曲 ま 
れ た り 、 毒 気 を 吹 ぎ か けら れ た り し た 者 は 、 一 上 通 に し て 命 を 奪わ れ て し 
まう と いわ れ て いる 。 

バジリスク の 毒気 は 、 そ の 棲 お と と る 一 帯 を すべ て 砂漠 に し て し まう 
運 よ く オ アシ ス が 残り 、 そ こ に 果実 が 実っ た と し て も 、 す ぐに 腐っ て し 
まう の だ そう だ 。 さらに 、 バ ジリ スク が の どの き を 癒し た 川 の 水 は 、 
その と きか ら 何 世紀 に も わた っ て 、 毒 に お か が され る こと に な る と いう 。 

し か し 、 さ し も の 悪魔 バシ リス ク に も 及 点 は ある 。 ま ず 、 雄 鶏 の 鳴き 
声 に 弱い の だ 。 雄鶏 が 鳴く と 、 バ ジリ スク は 慌て て 逃げ 去る らし い 。 

また 、 バ ジリ スク は イタ チ を 苦手 と する と いう 伝承 が ある 。 イ タチ の 
悪臭 に は 、 悪 魔 と いえ ども 閉口 する らし い 。 あ ら ゆ る 動物 の な か で 、 イ 
タチ だ け に は 、 バ ジリ スク の 毒 が 通用 し な いと も いわ れ て いる 。 

だ か ら 西 アジ ア で は 、 旅 な れ た 人 は 、 知 ら な い 土 地 へ 足 を 踏み 入れ る 
前 に は 、 必 ず 雄 鶏 か イタ チ を 籠 に 入れ て 用 意 す る と いう 。 

さら に 、 バ ジリ スク は 鏡 も 恐れ て いる よう だ 。 鏡 に 映っ た 自分 自身 の 
次 を 見 る と 、 死 ん で し まう た め と も 言い 伝え られ て いる 。 
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エ ジ ブ ト 人 が 犬 を 





墓守 に し て いた 





時 代 に チェ ル ベ 


伝説 は 生ま れ た 











らし い 。 そ の 3 つの 











が いた こと か ら 








頭 に 無数 の 蛇 
頭 獣 の 名 も ある 。 


42. チ ェ ル ベロ (ケル ベロ ス ) ーCe7 の e7y 一 


ルネ サン ス の 詩人 ダン テ は 1265 年 に イタ リア の フィ レン ツェ に 生ま れ 

た 。 彼 は 行政 に も 参加 し て いた が 、 そ の か た わら 、 地 獄 の 案内 人 ヴェ ル 
ギリ ウス と と も に 、 地 獄 と 天国 を 見 て まわ る と いう 内 容 の 「 神 曲 」 を 記 
し た 。 つ まり 、 あ の 世 の 旅 行 記 の よう な も の だ 。 

そこ に は 、 地 獄 の 番犬 チェ ル ベ ロ (ケル ベロ ス と 呼ば れる こと も ある ) 
の 様子 が 、 恐 ろ し くも 生々 し く 描 か れ て いる 。 

ダン テ た ち が 地 獄 の 第 2 環 を 過ぎ で 、 重い 雨 に 
行っ た と ころ に 、 チ ェ ル ベロ が 現れ る 。 

この 地獄 に 堕ち る 者 は 、 欲 が 深く で 他人 の も の まで 礁 っ て 食らっ た 連 
中 で ある 。 ま た 、 金 持ち で 美食 に 腕 っ た 大 間 も こ こ に 堕ち て くる 。 い き 
お い 、 こ の 地獄 に は 太っ た 亡者 が 多い 。 

雨 と 吉 と 雷 が 闇 の 空 を 裂 いて 永久 に 降り そそ ぎ 、 悪 臭 を 放つ 大 地 に 君 
臨 し て いる の が チェ ル ベ ロ で ある 。 大 に 似 た 3 つの 頭 を も つ 怪 獣 チ ェ ル 
べ ロ は 、 猛 々 し く 史 え 、 泥 漂 に の た うち まわ る 美食 の 徒 を 捕らえ て は 、 
その 鋭い 牙 で 腹 を 裂き 、 腸 を 喰らう 。 人 間 界 に いた と き は 、 贅 沢 三 昧 で 
暖 衣 飽 食 に 明け 暮れ て いた 亡者 ども が 、 こ こ で は 泥 土 と 塞 さ と 雨雲 に 悩 
まさ れ 、 チ ェ ル ベロ に 追わ れ て いる の だ 。 ま さ に 地獄 の 様相 で ある 。 

ダン テ た ち は 見 物 人 な の で 、 チ ェ ル ベ 口 に 襲わ れる こと は な か っ た が 、 
この 地獄 の イメ ー ジ は ダン テ に 強烈 に 焼き つい た も の と お も われ る 。 
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43. ゲ ッ ツ ー ア z7, < 人 7 一 
プッ ツ は オー スト リア の 風土 に 誕生 し た 「 土 の 精 ] で 、 森 の 中 に 棲み 、 


仕事 に や っ て くる 木 和 に 声 を か けた りす る 。 そ れ は 、 た いて い は 、「 こ 
の 木 を 伐 れ ば 、 利 益 が あがる 」 と いう よう な も の で 、 プ ッ ツ の 言葉 に 逆 
ら わ な けれ ば 、 木 橋 は 稼ぐ こと が で きる と 言い 伝え られ て いる 。 し か し 、 
プッ ツ の 機嫌 を そこ ね る よう な こと が ある と 、 災 い が ふ りか か る と いう 。 
ひど い 場 合 は 命 を 落と すこ と も ある よう だ 。 

プッ ツ は 妖精 らし い 小 さ な ね 身体 を し て お り 、 頭 は 白髪 で あめ る 。 モ ミ の 
木 の 上 に いる こと が 多く 、 そ の 空洞 に な っ た 幹 に は 、 ま ば ゆい ば か り の 
金 綱 が 小山 の よう に な っ て 隠さ れ て いる と いう 。 

昔 、 あ る 木 柏 が 偶然 に も 、 そ の 金貨 を 見 つけ た と ころ 、 プ ッ ツ が 現れ 
「 持 っ で いけ 」 と 言っ た 。 木 橋 は 嬉々 と し て 黄金 の 小山 を 取り 崩し 、 袋 
に つめ て 持ち 帰り 、 家 で 開け て みた と ころ 、 金 貨 は すべ て ハシ バ ミ の 実 
に 変わ っ て いた 。 木 機 は あま り の ショ ッ ク で 死ん で し まっ た 、 な ど と い 
う 話 も 残さ れ て いる 。 

要する に 、 プ ッ ツ は ある 種 の 「 霊 ] みた いな も の で 、 実 際 の 形 は な い 。 
し か し 、 こ うい っ た も の は 、 人 に よっ て は 、 そ の 存在 を 感じ る こと が で 
きる も の な の だ 。 




















44. グレ ム リン ーC7e7777777 一 


グレ ムリ ン は ヨー ロッ パ や アメ リカ 、 イ ンド な ど に 言い 伝え られ て い 
る 空 の 妖怪 で ある 。 航 行 中 の 飛行 機 を 目 が け て 襲い か か り 、 細 を 壊し た 
り 、 プ ロペ ラ を も い だ り し て 、 飛行 機 を 墜落 させ る と いわ れ て いる 。 

多く の 妖怪 、 幻 獣 、 精霊 た ち が 古 代 か ら 伝わっ て いる の に 対し 、 グ レ 
ムリ ン は 機械 文明 の 発達 と と も に 現れ る よう に な っ た 、 変 わり 種 の 妖怪 
と いえ よう 。 

も と も と は 、 人 間 の 発明 を 手助け する 妖怪 だ っ た よう で ある 。 

スコ ッ ト ラ ンド の グレ ムリ ン は 、 沸 騰 し た ヤカン か ら 蒸 気 を 発生 させ 
て 蓋 を 上 下さ せる こと に より 、 ワ ッ ト に 共 気 の 原理 を 発案 させ た と いわ 
ググ INNNN、 さ れる 。 と ころ が 、 そ の 手柄 を 人 間 た ち が 独 占 し 、 す こし も グレ ムリ ン を 

ONS < 褒め 称 肥 な か っ た の で 、 へ そ を 曲げ て 、 機 械 や 道具 に イタ ズラ を する 妖 

















が | か か 怪 と な っ た そう だ 。 
し また 、 あ る 説 に よれ ば 、 グ レム リン を 発見 し た の は 、 英 国 空軍 の プル 
まい 細 較 PT ー ン 少尉 だ と いう 。 第 1 次 世界 大 戦中 、 少 尉 は 連続 し て 起こ る 飛行 機 故 
に HE 生ま た た た / < 障 の な か に は 、 整 備 兵 の 不 始末 と 片付け られ な いも の が ある こと に 気 づ 
ンジ ンコ づけ プロ リフ ar NN リア ルク クン いた 。 調査 を 進め た と ころ 、 あ る 夜 の 格納 庫 で 、 飛 行 機 の 主 械 や エン ジ 
の 実験 を 手伝っ た と いう 。 避 是 針 ” や や と ンク クン ン ン の 上 で 遊び まわ る グレ ムリ ン を 目撃 し た の で ある 。 こ れ 以 後 、 グ レム 
の 発見 も 妖怪 の 助力 か も し れ な い 。 ii ニカ リン は 飛行 機 の 調子 を 狂わ せる 妖怪 と し て 語ら れる よう に な っ た 。 
































45. 緑 の 導 を も つど ジェニー 一 7e772y 7ee77ee7 カ ー 


「 緑 の 叩 を も つ ジ ェ ニ ニー は 、 イン グラ ンド の ラン カシ ャ ー 地 方 に 棲む 、 
悪意 ある 水 の 妖精 で ある 。 
や は り 北 イン グラ ンド の ティ ー ズ |) 絆 呈 ペ グ ・ パ ウラ ー に 似 て 、 
子ども が 川 や 池 に 近づく と 、 ジ ェ ニ ー は その 緑色 の 牙 で 子ども を 捕らえ 、 
川辺 の 激 ん だ 水たまり に 引き 込ん で ミ 江 れ 死に させ る と いわ れ て いる 。 
一 説 で は 、 ジ ェ ニ ー は 子ども が 親 か ら 聞 か され る 妖精 で あり 、 子 ども 
を 危険 な 場所 がら 遠 ざけ た り 、 行 儀 よ ぐさ 世 て お く た め に 、 特 別に 創作 
され た ご [ 政 し の 妖精 | な の だ と いう 。 つ まり 、「 子 ども 部 屋 の ボギー」 
の 仲間 な の で ある 。 こ れ は 、 ペ グ ・ パ ウラ ー に も 同じ こと が いえ る 。 
この ほか 、 危 険 な 川 に 落ち な いよ うに する た め に 語ら れる 妖精 に 、 日 
本 の 手長 婆 な ら ぬ 、「 長 腕 の ネリ ー」 や 「 ヨ ー ク シャ ー の グリ ー ン ディ 
ロー」 が いる 。 
現在 の 日 本 の 水辺 で は 、 水 泳 禁止 区 域 な どの 立て 札 に その 姿 が 描か れ 
る 河童 が 、 脅 し 役 の 妖怪 と され て いる が 、 妖 怪 本 人 に し て みれ ば 迷惑 
話 で あろ う 。 
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妖精 靴 屋 レ プラ ホー ン は 陽気 な 小 で へ で いい 


人 と し て 知ら れ 、 ほ か の 妖精 より 
も 、 比 較 的 か ん た ん に 姿 を 見 る こ 
と が で きる と いわ れ て いる 。 











46. レプラホーン ーー た 6p7 の Cd777 一 


アイ ル ラ ンド の レプ ラ ホ ー ン は 、 靴 作り の 妖精 と し て 有名 な 小 人 で あ 
る 。 そ の 名 前 は 、「 片 方 時 ] と いう 意味 の 「 レ イブ ロー ガン 」 か ら 5 派生 
し た も の で あろ うと 考え られ て いる 。 

レプ ラ ホ ー ン は 鍛 で 姜 び た 且つ づら で 、 と ん が り 鼻 に メガ ネ を の せ た 、 
ちょ っ と と ぼけ た 顔 を し で いる 。 そ の ファ ッ シ ョ ン セ ンス も な か な か ユ 
ニー ク で 、 赤い 帽子 を が 点 っ て 、 くす ん だ 茶色 一 一 あるいは 緑 一 一 の 服 
に 革 の エプロ ン を つけ 、 足 まわ り は 銀 の バッ クル 靴 下 と 留め 金 つ き の 靴 
で キメ て いる 。 そ し て 、 仕事 中 は 常世 パパ イプ を くわ えて で いる の だ 。 

棲み 処 は 地 中 な の で 、 地面 に 耳 を あて て 、 下 か ら ハ ンマ ー 4 
と いう 音 や 、 か ん 高い 笑い 声 が 聞こ え で きた ら 、 そ こ が レ プラ ホー 
仕事 場 な の だ と いう 。 

靴 職 大 と し て の 腕前 は な か な か だ と いう 評判 だ が 、 レ プラ ホー ン が 作 
る 大 間 の 靴 は 、 レ プラ ホー ン 自 身 よ り も ずっ と 大 きく 、 な ぜ か いつ も 片 
方 だ け で ある 。 こ の 靴 を 売っ た 金 は ほとん ど 使 わ ず 、 長 年 、 貯 め に 貯め 
て どこ か に 隠し て いる と いわ れ て いる 。 そ の た め に 、 レ プラ ホー ン の こ 
と を 「 守 銭 奴 妖 精 ] と 呼 太 人 間 も い る そう で ある 。 

片方 だ け の 靴 を 買う 人 が いる こと も 不思議 だ が 、 ガ メ ツ イ 妖 精 と され 
る レプ ラ ホ ー ン に は 同情 も お ぼ え る 。 彼 ら は 、 た だ 単に 、 生 活 や 遊び に 
金 を 使う 必要 も な いか ら 貯 金 を し て いる の だ ろう と お も う の だ が ・…・… 


























マル コ ・ ポ ー ロ は 、 イ ンド 洋 の ど ヽ 
こ か に 存在 する 世界 最大 の 島 モ グ 








ダン テ 島 に ルフ は 棲ん で いる と 、 


東方 見 聞録 」 に 書き 記し て いる 。 








47. ルフ (ロッ ク 島 ) ーー 


ルフ は ワシ 、 あ る い は ハゲ タカ に よく 似 た 巨大 な 鳥 で 、 ロ ッ ク 鳥 と 呼ば 
れる こと も ある 。 シ ンド バッ ド の 冒険 が 語ら れる 『 千 夜 一 夜 物語 」 に 登 
場 す る こと で も よく 知ら れ で いる 。 

ルフ の 伝承 は 南ア ジア が から アフ リカ に か け て の 地域 で 語り 継が れ て い 
る 。 価 畑 軸 H 語 も ム く る と 、 象 を も 一 呑み に 
じ て し まう と いう 5 

ルフ に 関す る 記述 で 最も 吾 い と お も われ る も の は 、 マル コ ・ ポ ボー 

『 東 方 見 聞録 】 で ある 。 こ れ に よる と 、 上 ルフ が 広げ た 要 の 端 か ら 端 まで 
は 、 人 間 の 歩 測 で 30 歩 で ある と いう 。 い が に ルフ が 巨大 で ある か 、 想 像 
で きる で あろ う 。 

また 、 アラ リカ の マダ ガス カル 島 で マル コ ・ ポ ー ロ が 聞い た と ころ に 
よる と 、 上 は 象 を 爪 で つか まえ て は 天 高 く 持 ち 上 げ 、 そ こ か ら 地 上 に 
墜落 死 さ す せ て か ら 、 ゆ っ くり と 食す る の だ と いう 。 

マル コ ・ ポ ー ロ は これ ら の 話 を 紹介 し 、 こ の 怪 島 こ そ ヨ ー ロ ッ パ の 幻 
獣 グ リッ フィ ン の こと だ と 断言 し て いる 。 

最近 の 研究 で は 、 鳥 類 は 恐竜 の 生き 残り だ と いう 説 が 強い 。 と り わ け 
ワシ や タカ な どの 脚 が 強い 猛 高 類 を 見 て いる と 、 そ の 行動 と あい まっ で 
な る ほど と お も わせ る も の が ある 。 
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ケン タウ ロス に は その 男性 美 に 優 で 





れ た 外見 と は 裏腹 に 、 酒 色 に 了 る 
性 質 が あっ た 。 学 究 的 な ケイ ロー 
ン は 一 族 の 異端 児 と いえ よう 。 





48. ケ ンタ ウロ ス ーCe77727775 一 


ギリ シア 神話 に 登場 する 四 つ 脚 を も っ た 半 人 半 馬 の 怪 物 が ケン タウ ロ 
ス で ある 。 ギ リシア 中 東部 テッ サリ ア 地 方 の 山岳 森林 地帯 に そびえ る ペ 
リオ ン 山 を 本 拠 と する 野 窒 な 部 族 と し て 知ら れ て いた 。 

言い 伝え に よれ ば 、 ケ ンタ ウロ ス の 祖先 に あたる テッ サリ ア の イク 
シオ ン は 最高 神 ゼ ウス の 妃 で ある ヘラ を 誘惑 し よう と し た と いう 。 ゼ ウ 
ス は 雲 で ヘラ に 似 た 姿 を つく り 、 イ クシ オン の 元 に 送る 。 欺 か れ た イク 
シオ ン が 、 雲 と 交わ っ で 遂 生 し た の が ケン タウ ロス な の で ある 。 

また 、 ペ リオ ン 山 の 近く で 牝馬 と 交わ っ で 生ま れ た と いう 説 も ある 。 

その 昔 、 ケ ンタ ウロ ス た ち は ペ イド オ ス と デイ ダメ イア の 結婚 式 に 
招 か が かれ ざる 客 と し て 押し か け 、 は ほじ め て 酒 と いう も の を 口 に し た 。 そ の 
た め に 酔っ 払っ て 、 あ ろう こと か が 、 花嫁 の デイ ダメ イア を は じ め 何 人 か 
の 女 に 乱暴 狼 参 を は た ら こ うと し た の で ある 。 

結局 は ペイ リド オス と テ セ ウス に 追い 出さ れ て し まっ た の で ある が 、 
ケシ タウ ロス た ち も ラ ピ テ ス 族 の 勇者 カイ ネ ウ ス を 倒し 、 一 矢 を 報い た 。 

ぶどう 酒 の 味 を 覚え た ケン タウ ロス 一 族 は これ 以後 、 酔 っ た 勢い で 暴 
れ ま わる こと が 多く な り 、 つい に は テッ サリ ア を も 追わ れ 、 健 地 の マ レ 
ア 半 島 に 移り 住 お こと に な る 。 

と ころ が 没落 し て も 、 粗 野 で 好色 、 酒 好き の 性 質 は 直ら ず 、 こ こ で も 
英雄 へ ラク レス と 酒 を 巡っ て の 争い が あっ た が 、 こ の と きも ケン タウ ロ 








ス た ち は ヘ ラク レス の 前 に 屈する よう に 方 々 へ 逃れ て し まっ た ‥…・ 0 


ギリ シア 神話 は 伝え て いる 。 














49. コ ー ボ ルト ーo/o/ ガ ー 


コー ボル ト は ヨー ロッ パ で 広く 信じ られ て いる 妖精 で ある 。 ギ リシア 
語 で 「 少 年 」 を 意味 する 「 コ バド ス 」 が コー ボル ト の 名 の 由来 だ と いう 。 
また 、 ガ ラス や 陶磁 器用 の 青色 着色 顔料 コバ ルト の 語源 で も ある 。 

ドイ ツ の 鉱山 で は 、 コ ー ボ ルト は 地下 に 棲 お 小さ な 作業 員 だ と され て 
いる 。 好 み の 人 間 に ほ 石 を 叩い て 金鈴 の 在り か を 教え て くれ る が 、 嫌 い 
な 人 間 に は 、 鉱 床 か ら 金 や 銀 を 盗ん な で 、 そ れ ら の 鉱物 より も 劣る コバ ル 
トド に すり 替え た り と 、 さ ま ざ ま な イジ ワル を する らし い 。 コ ー ボ ルト た 
ち は 地 中 で も 立ち 止ま る こと な く 通 行 で き 、 ネ ー ベ ル ・ カ ッ パ と か 、 夕 
ルン - カッ パ と 呼ば れる 「 姿 を 消す 帽子 ] を も っ て いる そう だ 。 

里 の コー ボル トド は 、 赤 い コ ー ト を 着込ん 々 だ 子ども 姿 の 家 霊 で あり 、 糧 
突 や 壁 の な か に 好 ん で 棲 お 。 そ し て 、 家 人 が 寝静まっ た ころ に な る と 現 
れ で て 、 皿 洗い や パン 焼き 、 馬 の 世話 な どの 家事 を 手伝っ て くれ る と いう 。 

イタ ズラ 好き だ が 、 大 事 に する 家 に は 幸福 を も た ら す と いう あたり は 、 
司 記 ー パ ルト な 所 下 近 いる 。 な 本 と いえ よら 。 

ー ボ ルト へ の お 礼 は カッ プ 1 杯 の ミル ク だ け で よい と され て いる 。 
和 位 見 陸 も 直 いう え に 、 良 腸 も わき ま ぶ え た 策 で め る か ら か 、 途 人 











品々 を 贈ら れる と 、 そ れ を 作 辱 と 受け 取り 、 コ ー ボ ルト は 怒っ て 、 そ の 


家 を 永久 に 去っ て し まう と いう 。 











50. ス キタ イ の 子羊 ー4g77745 Scy 太 7c7y 一 


スキ タイ と は 紀元 前 6 世紀 か ら 紀元 前 3 世紀 に か け て 黒海 北岸 に 遊牧 
国家 を 建設 し た イラ ジ 系 の 遊牧 騎馬 民族 の こと で ある 。 こ の 不思議 な 生 
物 は その 地 の 古 名 か ら 、「 タ ター ル の 池 羊 ] と 呼ば れる こと も ある 。 
黄色 っ ぽい 毛 に お お われ た 子羊 は 、 メロ ン の よう な も の か ら 延 び た 
い 茎 に よっ て 地面 と つなが っ て いる 。 茎 か ら 動け る 範囲 だ け の 草 を 食べ 、 
食べ 尽く し た り 、 茎 が 折れ た りす る と 、 死 ん 々 で し まう そう で ある 。 

いわ ゆる 「 動 物 樹 ] と 呼ば れる も の の 一 種 で 、 そ の 皮膚 に は 止血 の 効 
能 が ある と 、 昔 か ら 信じ られ て いる 。 そ こ で 、 珍 重 さ れる 一 方 、 密 猟 者 
も 後 を 絶た ず 、 人 間 と の 間 で 攻防 戦 が 繰り 広げ られ て きた 。 

妖怪 と いう より は 、 ほ と ん ど 幻 の 獣 、 幻 獣 と いっ た ほう が いい だ ろう 。 
SS 通 還 半 較 1 議 一 説 に よる と 、 回 教徒 た ち が 着 用 する 縁 な し 帽 の 、 裏 打ち 用 の 毛皮 の 

ーー ナー た た た た た / ン / 代用 と し て 、 こ の 奇妙 な 子羊 の 革 が 使わ れ て いる と いう 。 

リル アア ンク グン いずれ に し て も 、「 ス キタ イ の 子羊 」 と いう 名 前 は 、15 世 紀 の 文 献 に 
リン ン ンク ジン すでに 散見 され て お り 、 一 本 の 木の葉 群 の 中 に 生え て いる 姿 と いう の も 、 

1 書物 の 中 の 挿絵 で 伝え られ て いる 。 
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ドイ ツ の 作家 E.T.A. ホ フ マ ン は 、、、 


砂 男 の 伝説 が 心 の トラ ウマ に な っ 
た 青年 が 、 自 動 人 形 に 恋する 幻想 
的 な 小説 「 砂 男 」 を 書い た 。 



































51. 砂 男 ー547 の 777777ー 


\ リ ソバ y 下 圭 hret 


砂 男 は 子ども が 寝る 時 刻 に な る と 現れ て 、 子 ども の 目 の 中 に 砂 を まい 
て 床 に つか せる の だ 。 

気 は や さ し い と いわ れ て いる が 、 寝 床 に 入る の を 嫌がる 子 に 対し て は 
か な り 手 荒 に 扱い 、 目 の 中 に 砂 を 投げ 入れ た あと に 、 ま ぶた を 閉じ る ま 
で 、 ま ぶた を 噛ん だ り 、 顔 の 上 に 腰 を 下ろ し た りす る 。 そ れ で も どう し 
て も 眠ら な い 悪 い 子 は 、 砂 男 に 目玉 を 挟 り 取ら れる と も いわ れ て いる 。 

砂 男 は ドイ ツ の 了 手 ど も た ち に と っ て は 、 恐怖 の 対象 だ っ た の だ 。 い わ 
ゆる 教訓 的 な 妖精 な の で ある 。 

日 本 に は 砂 か け 婆 と いう 妖怪 が いる が 、 こ れ は 砂 男 の よう に 、 子 ど 
も を 眠ら せる と いう 役割 を も っ て いる わけ で は な い 。 た だ 砂 を まい て 、 
人 を 和敬 か せる の で ある 。 

南 ド イツ の バイ エル ン 地 訪 に は 、 砂 男 の 代 わり に 、 ヒ ッ チ 小僧 と いう 
精霊 が いる 。 ヒ ッ チ と は 、 タ ー ル 状 の 固形 物 の こと で 、 子 ども の 目 に ヒ 
ッ チ を 貼り つけ て 眠ら せる と いう 。 

砂 男 に し て も 、 ヒ ッ チ 小僧 に し て も 、 日 本 に は 存在 し な い タ イプ の 妖 
怪 (妖精 ) で ある 。 











MM W 


| 








層 界 に 棲 お チョ ンチ ョ ニ イ は 太陽 








が 苦手 で 、 出 現す る の は きま っ て 

















て 朝 に な る と 再 


H の な い 闇 夜 で あめ る と いう 。 そ し 

















び 霊 界 に 帰る の だ 。 








52. チ ョ ンチ ョ ニ イ (チョ ンチ ョ ン ) -Cjozcg ヵ ー 


チョ ンチ ョ ニ イ は 南米 チリ で 語り 継が れ て いる 怪物 で ある 。 一 言 で い 
えば 、 人 間 の 顔 だ け の 怪 鳥 で 、 大 き な 耳 が 細 の 役目 を する 。 

病人 が 一 人 で いる 家 に 入り 込ん で は 、 そ の 血 を 吸い 尽く す 。 そ の 姿 は 
妖術 師 に し か 見 る こと が で きず 、 ふ つう の 人 に は 、「 チ ュ エ 、 チ ュ エ 」 
と いう 不気味 な 鳴き 志 が 聞こ える だ け だ と いう 。 

チョ ンチ ョ ニ イ を 退治 し よう と し た 人 間 は 、 魔法 を か けら れ て 身体 の 
自由 を 奪わ れ 、 翌 朝 に は 首 の な い 死 体 と な っ て 発見 され る の で ある 。 消 
えた 頭 部 は 新た な チョ ンチ ョ ニ イ に な る と 伝え られ て いる 。 

まこ と に 恐ろし い 怪物 で ある が 、 地 面 に 『 ツ ロモ ン の 印章 」 ( 六 荘 星 ) 
を 描く と 、 こ の 怪 島 は 落下 する と いわ れ 、. 次 の よう な 話 が 残っ て いる 。 
ある 了 晩 、 一 軒 の 家 に 客 が 集まっ て いた 。 その と き 、 外 で チョ ンチ ョ ニ 
イ の 鳴き 声 が し た の で 、 客 の 一 人 が ソロ モン の 印 を 描い た 。 す る と 、 な 
に か が 裏庭 に 落ち た 音 が する 。 一 同 が 行っ て みる と 、 そ れ は 七面鳥 の よ 
うな 大 き な 鳥 だ っ た 。 こ れこ そ チ ョ ンチ ョ ニ イ に 違い な いと 、 こ の 鳥 の 
首 を 切っ て 犬 に 与え 、 胴 体 の ほう は 屋根 の 上 に 放り 投げ て し まっ た 。 
翌朝 は 総出 で チョ ンチ ョ ニ イ の 死骸 を 探し て みた が 、 昨 夜 、 投 げた あ 
た り の 屋根 に は な に も な い 。 怪 鳥 の 胴体 は 消え 失せ て し まっ て いた 。 提 
幾 日 か が 過ぎ て 、 町 の 墓 掘 り が いう に は 、「 そ の 日 に 、 見 知ら ぬ 人 た 
ち が 死 体 を 埋め に きた が 、 死 体 に は 頭 が な か っ た 」 と いう こと で ある 。 
































53. 樹 霊 ー77e 97777 の 77ee 一 


これ は 北欧 スウ ェ ー デ ン に 伝え られ て いる 樹 回 で ある 。 

古い 樹木 に は 精霊 が 宿っ つて いる と の アミ ニズム 的 な 考え は 、 古 く か ら 
世界 各地 で あっ た よう で ある 。 そ し て た いそ て い の 場 合 、 そ の 樹 を 伐 ろう 
と する と 、 棲 お 精 圭 が 現れ て 、 逆 に 攻撃 も て くる の だ 。 

スウ ェ ー デ ン の 樹 霊 伝説 の ひと つ は 、 次 の よう な も の で ある 。 

その 昔 、 一 人 の 木 が 大 木 を 伐 ろ うと 芳 を 振り 上 げた と ころ 、 突 然 、 
その 根元 か ら 煙 の よう な も の が 噴き 出し で 、 そ の 樹 を つつ ん だ 。 篤い た 
木 機 が 、 こ と の な り ゆ き を 見 つめ て いる と 、 今度 は 幹 の な か か ら 、 ぼ ぽ ぼう 
ぼう の 髪 を 振り 乱 し た 大 男 が 、 い き な り 目 の 前 に 現れ た で は な いか 。 男 
の 曰 は 耳 玩 ま で 肌 け 、 目 が らん らん と 光っ た 恐 ろ し い 形 相 で ある 。 し か 
し 、 何 も 言わ ず 、 た だ 木橋 を 上 昭 み つけ る だ け な の だ 。 

木 機 は びっ くり し て 、 尊 も 何もかも 打ち 捨て て 、 一 目 散 に 逃げ 帰っ た 
が 、 後 か ら 、 あ の 大 男 は 樹 幸 で あろ うと いう こと に 考え が 落ち 着い た 。 
樹 霊 、 す な わ ち 樹木 の 魂 は 、 自 分 を 守る た め に 出現 する と いわ れ て いい 
る 。 こ れ は 日 本 で も 、 世 界 で も 、 共 通す る 考え 方 の よう で 、 日 本 で は と 
くに 神木 と し て 祀り 、「 崇 り が ある 」 な ど と 伝え られ て いる こと が 多い 。 























54. ス プリ ガン ーーSP77ggg7 一 


イン グラ ンド の コー ン ウ ォ ー ル に 残る 、 古 代 の 環状 列石 や 巨石 の 遺跡 
に 出没 する スプ リガ ン は 、 小 さ な 身 体 に 醒 い 容貌 を し た 奇怪 な 存在 だ 。 
性 質 が 凶暴 で 、 遺 跡 に 眠る 自分 た ちの 財宝 を 守っ て いる と いわ れ て いる 。 

スプ リガ ン は 妖精 た ちの 護衛 役 で も ある と いう 。 危機 が 訪れ た り 、 遺 
跡 を 侵 そ うと 近づく 者 に 対し て は 、 巨大 化 し で 怖がら せる の だ 。 

その あま り の 恐 ろ し さ に 、 人 人 々 は 斗 や 竜巻 、 つ む じ 風 の よ うな 大 気 の 
乱れ 、 不 可 解 な 建物 の 揺れ ーー イン グラ シド で は 珍し い 、 地 震 の こと と 
お も われ る 一 一 、 原 因 不 明 の 家畜 の 死 、 そ し て 子ども の 失 貴 事件 か ら 赤 
ん 坊 の 取り 替え まで 、 す べ て を スプ リガ ン の せい だ と 考え た 。 

スプ リガ ン の 正体 は か つて 大 陸 か ら 訪 れ た 巨人 族 で ある と いう 。 彼 ら 
は 、 そ の 後に 侵入 し て きた ブリ トン 人 に 殺さ れ 、 そ の 幽霊 が スプ リガ ン 
に な っ た らし い 。 こ う 考 えれ ば 、 一 族 の 危 難 に 際 し て 巨大 化し た 姿 こ そ 
が 、 ス プリ ガン の 本 性 で ある と 納得 で きる も の が ある 。 

3000 年 以上 も 昔 の も の と いわ れる 巨石 遺跡 を 建造 し た の は 、 こ の 巨 
人 族 だ っ た の だ ろう 。 た め に 、 ス プリ ガン は 遺跡 を 守護 し て 出没 する の 
だ 。 た し か に コー ン ウ ォ ー ル の 巨大 遺跡 は 、 な に か を 感じ させ る 。 ぼ ぽく 
も 10 年 前 に 見 た が 、 い まで も 忘れ る こと が で き な い 。 





























万 麗 








る よう に な っ た の は 








良 時 代 は 、 流 星 や 雷雨 の 際 の 球 ヾ 
現象 を 天狗 の 姿 に 見 立て て いた 。 
こ 棲 お 啓 に 似 た 精霊 と 考え られ 
『 安 期 で ある 。 








55. 中 国 の 天狗 ー7e7g7 の 7 C7777 の 一 


日 本 の 天狗 は 中 国 の 天狗 が モデ ル に な っ て いる と いわ れ て いる が 、 そ 
の 姿 や 性 質 は 驚く ほど 違っ て いる 。 

古代 中 国 の 奇書 「 山 海 経 | に は 、 す で に 天狗 の 名 前 が 記さ れ て いる 。 
ここ で は 「 天 狗 」 と 書い で [て ん こう 」 と 読ま せ で いる 。 狩 に 似 て 白い 
首 を も ち 、 凶 を 防ぐ 神 獣 で ある と 考え られ で いた よう で ある 。 

し か し 、 同じ 中 国 の 天狗 で も 、 時 代 や 士 地 に よっ て か な り の 違い が あ 
る よう で 、「 山 海 経 ] で は 凶 を 防ぐ と ある が 、 や は り 中 国 の 古書 「 漢 書 | 
は 、 天 狗 を 災い の 前 兆 と し て 現れ る 図星 で ある と 記し て いる 。 重 音 を 発 
し て 飛 豆 流れ 星 を 「 天 狗 星 ]」 と 呼び 、 軸 が 生え た キツ ネ の よう な も の を 
天狗 と 考え て いた らし い 。 

日 本 に 初め て 伝わっ た 天狗 も 、 不 吉 の 前 触れ と し て 現れ る 彗星 の こと 
だ っ た そう だ 。 生 明 天 皇 9 年 (637 年 ) に 都 の 上 空 に 出現 し た 大 流星 を 、 
帰 朝 僧 の 罰 が 、「 あ れ は 流星 に あら ず 、 ア マツ キッ ツネ (天狗 ) な り 」 と 
奏上 し た 記録 が 「 日 本 書 紀 ] に 残さ れ て いる 。 

また 、 中 国 の 天狗 は 未婚 の まま 亡くな っ た 人 の 悪 加 で ある と する 話 も 
ある 。 こ の 場合 の 天狗 は 、 生 まれ た ば か り の 赤 児 を 連れ 去っ て 殺し 、 代 
わり に 自分 が 生ま れ 変わ ろう と する 恐ろし い 妖 怪 と し て 設定 され て いる 。 | 

いずれ に し て も 、 中 国 の 天狗 と 日 本 の 天狗 は 、 名 前 こそ 同じ で も 、 性 
買 は まっ た く 似 て いな いよ う で ある 。 日 時 









































に 危害 を 加え る も の と の 説 も ある 。 
童話 や 伝説 で は 、 誘 拐 や 和 盗 な ど 
の 悪役 を 務め る こと が 多い よう だ 。 


トロ ル は ドワーフ の 一 族 で 、 人 間 で へ いい 、 





56. 条 の トロ ル ー77o7/ー 


昼間 に は 気がつか な い が 、 森 の 中 に は 森 の 魔物 で ある 「 森 の トロ ル 」 
が 棲ん で いる 。 

北欧 の スカ ンジ ナビ ア 神 話 に よる と 、 ト ロ ル は 神々 に よっ て 人 間 の 姿 
を 与え られ た 精霊 で ある と いう 。 「 森 の トロル 」 は な か で も 巨大 で 力 が 
強く 、 魔 法 を 使う と いわ れ て いる 。 し か し 、 その 力 を 発揮 で きる の は 陽 
が 沈ん で いる 間 、 すなわち 夜間 に 限ら れる の だ 。 

な ぜ な ら 、 森 の トロ ル は 陽 の 光 を 浴び る と 、 砕 け 散 る か 石 に な っ て し 
まう か ら だ 。 だ か ら 、 闇 に まぎれ で 、 何 か 良 か ら ぬお こない を し て いて 
も 、 東 の 空 が 白 み は じ め る と 、 身 を 隠さ ね ば な ら な い 。 す な わ ち 、 人 間 
は 襲撃 を 受け て も 、 朝 まで 持ち こたえ られ れ ば 助かる と いう わけ だ 。 

まだ た 、 森 の トロ ル に は 人 間 で いう と 50 人 分 の 怪力 が 備わっ て いる が 、 
間 が 抜け た と ころ が あっ て 、 ち ょ っ と 賢い 子ども な ら 、 ト ロ ル を か ら か 
っ て 遊 点 こと が で きる と も いわ れ て いる 。 「 大 男 、 総 身 に 知恵 が 回 りか 
ね 」 と いう と ころ で あろ う が 。 

し か し 、 そ の 遊び も や ほど ほど に し て お か な いと 、 か ら か われ た と 知っ 
た トロ ル は 殺 烈 に 怒る 。 そ の 怒り の 矛先 を 向け られ た ら 、 た まっ た も の 














で は な い の だ が 、 あ まり 怒り すぎ る と 、 ト ロ ル 自 身 の 身体 が 膨れ て 破裂 








し て し まう そう だ 。 魔物 で は ある が 、 憎 みき れ な い 存 在 に お も える 。 




















57. ワ イワ イ ーWM4 カ yg7 一 


ワイ ワイ は ニュ ー ギ ニア を 棲息 地 と する 女 の マ サラ イ (精霊 ・ 妖 怪 ) 
で 、 す べ で の マサ ライ の うち で 最強 の 存在 と され る 「 ハ クラ ン バ 」 の 妻 
で も ある 。 

夫 が 最強 な ら 、 妻 の ワイ ワイ も 女 マ サラ イ の な か の 女王 的 存在 で 、 夫 
君 と 同じ よう な 力 を 誇っ て いる 。 す な わ ち 、 タ ング ジャン プ 村 の マサ ラ 
イ た ちの 上 に は 、 八 タラ ン バ と ワイ ワイ の 夫婦 マサ ライ が 、 王 と 王女 と 
し て 君 上 し て いる と いっ て よい だ ろう 。 

女王 で ある ワイ ワイ が 夫 と 同等 の 力 を 有 し て いる と いう こと は 、 村 人 
に 与え る 影響 も か な り 大 きい わけ で 、 病 気 や 怪我 、 事 故 な どの 原因 も 、 
ワイ ワイ の 怒り に よる も の と 考え る 場合 が 多い 。 

だ か ら 、 ほ か の マサ ライ 同様 、 否 、 ひ ょ っ と し た ら そ れ 以 上 に 、 タ ン 
グ ジ ャ ン プ 村 の 人 々 は 、 ハ ルク ラン バ と ワイ ワイ の 、 精 霊 王 と 王女 の 夫妻 
を 長居 し 、 病 気 治 癒 の 力 を も 、 よ り 信じ て いる の だ ろう 。 








猛々 し き 王 女 の 怒 り は 丸 ろ し い が 、 そ の 分 、 助 け を 求め れ ば 、 強 い カ ”「 


で 応え て くれ る と いう わけ だ 。 








セイ レー ン は 河 神 ア ケロ オス の 嫌 で ^、 


で 水 の ニ ン フ だ っ た が 、 美 の 女神 
アフ ロディ ー テ の 怒り に ふれ た た 


め に 魔物 と 化し た と いう 説 が ある 。 








58. セイ レー ン ー57e7e 一 


セイ レー ン は ギリ シア の 海 の 魔物 で ある 。 人 人 魚の 一 種 と 考え て よい で 
あろ う 。 し か し 、 背 中 に 細 を も っ て いる こと か ら 、 人 人 魚 で は ある が 鳥 と 
の 混血 で は な いか 、 と の 見 方 を する 人 も いる 。 

西洋 に 伝わる 話 で は 、 女 の 人 人 魚 は 、 ほ と ん ど 例 外 が な いと いっ て いい 
ぐら い に 、 怪 し く 魅 力 的 で ある 。 そ の 悩ま し い 姿 態 で 海 の 男 た ち を 誘惑 
し 、 ひ と た び 自 分 の 手中 に 収め る や 、 その まま 死 の 世界 まで 連れ 去っ て 
し まう の だ 。 彼女 た ち は 人 間 を 捕らえ る と 、 花 の 顔 に は 似合わ ぬ 、 鋭 く 
和 失っ た 緑色 の 歯 で 身体 を ズタズタ に 引き 裂く 。 海 に 棲み な が ら 、 人 間 の 
生肉 だ け を 食べ て 生き で いる らし い 。 

美しい バラ に は 刺 が ある と いう が 、 美しい 魔物 は 恐ろし いも の だ 。 男 
性 は 美女 だ か ら と いっ て 、 油 断じて で 鼻 の 下 を の ば し て は な ら な い 。 

英雄 オデ ュ ッ セ ウ ス が セイ レー ジ と 遭遇 し た 逸話 が ギリ シア 神話 に 語 
られ て いる 。 

航海 中 の オデ ュ ッ セ ウ ス は 、 点 と 気づく と 、 海 中 か ら 出現 し た セイ レ 
ー ン た ち に 船 を 取り 囲ま れ て いた 。 彼女 た ち は 歌い は じ め る 。 そ の 旋律 
と 歌声 は こよ な く 美 し く 、 魅 惑 的 で ……・ 5 

し か し 、 オ デュ ッ セ ウス は この 歌 が 死 へ の 誘い で ある こと を 知っ て い 
た の で 、 部 下 の 耳 に ロウ を 詰め て 聞こ えな くさ せ 、 自 身 は 身体 を マス ト 
に 縛り つけ て 、 セ イレ ー ン た ちの 誘惑 か ら 逃 れ た の だ 。 

ここ まで し な けれ ば 、 セ イレ ー ン の 魔 の 手 は 振り 払え な い 。 多 く の 男 





た ち は 、 そ れ が 破 減 の 道 だ と 知り つつ も 、 魅 惑 に 打ち 克つ こと が で きず 


に 命 を 失っ た の だ 。 英雄 オデ ュ ッ セ ウス に し て 成 し 得 た 健 業 と いえ よう 。 
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59. ア ホ ー47o7g 一 


北ア メリ カ 大 陸 の デリ ソナ 人 北部 地区 に 住む 、 ネイ ティ ブ ・ ア メリ カ 
ン の ホピ 族 は 、 祖 先 の 霊 、 雲 の 寺 、 神 を 々 、 人 と 神 と の 召 介 者 な ど を 、 総 
じ て 「 カ チー ナ 」 と 呼ぶ 。 カ チー ー ナ の 数 は 正確 に は わか っ て いな い が 、 
850 か ら 350 ぐ らい で は な いか と する 説 が あり 、 そ の 姿 や 役割 も さま ざ 
まで ある 。 

た ま に し か 村 を 訪れ な い カ チー ナ も いる が 、 た いて い は 毎年 、 冬 
ころ に や っ て 来る 。 そ し て ホビ 族 に 雨 と 作物 を も た らし 、 幸福 と 健康 、 
さら に は 長寿 と いう 贈り 物 を も 運ん で 来 て くれ る の だ と 信じ られ て いる 。 

アホ ラ は 宝石 の 神様 で ち おり 、 カ チー ナ の 頭領 、 す な わ ち チー フ ・ カ チ 
ー ナ な の で ある 。 な ぜ か 、 ト ウ モ ロコ シ と 関わ り を も つと いわ れ て いる 。 

また 、 ク ラン (親族 ) と 密接 な 関係 に あり 、 抽象 的 な 言い 方 に な る が 、 
クラ ン の 超自然 的 な パー トナ ー で ある と され て いる 。 

カチ ー ナ は 冬至 か ら 夏 至 まで の 半年 を 村 で 暮らし 、 あ と の 半分 は サン 
フラ ン シ ス コ 山 の よう な 、 高 い 山 の 頂上 で すご す と いわ れ で て いる 。 




















60. ス フィ ンク ス ー9$7777xー 


胸 か ら 上 は 女性 だ が 、 ラ イオ ン の 胴体 に 細 を も つづ 怪獣 が スフィンクス で 
ある 。 人 間 を 喰らう こと を 好み 、 路 傍 の 岩上 に 映 褒 し て 、 旅 人 を 待ち 伏 
せ て いる 。 旅行 者 と みる と 、 岩 の 上 か ら 次 の よう な 謎 を か ける の だ 。 

「 は じ め は 4 本 足 、 中 ご ろ に 8 本 足 、 最 後に は 3 本 足 と な る も の は 、 な 
ん で ある か 」 

この 質問 に 答え られ な い 者 は 、 た だ ち に スフィンクス に 絞め 殺さ れ た 。 

と ころ が 、 あ る と き 、: ギ リシア 悲劇 の 主人 公 と も な っ た 、 伝 説 中 の 人 物 
オイ ディ プス (エディ プス ) が 、 ス フィ ンク スズ の 間 い か け に 、 

「 そ れ は 人 で ある 。 な ぜ な ら 、 幼 児 の と き は 手足 で 遣い 、 成 長 す る と 足 
で 歩く よう に な り 、 老 いて か ら は 杖 を 使う よう に な る か ら だ ]」 

と 、 こ の 謎 を 解く と 、 ス フィ ンク ス は みず か ら 岩 に 頭 を 打ち つけ て 死ん 
で し まっ た 。 オ イデ ィ プ ス は 知恵 で スフィンクス を 退治 し た わけ で ある 。 
スフィンクス は か な り 古 い 時 代 に 、 エ ジ プ ト か ら ギ リシア に 伝わっ て 
女性 化 さ れ た 怪物 と 考え られ て いる 。 子ども を 誘拐 する も の 、 ま た 、 戦 

闘 の 際 に 死 を 見 守る 怪物 な ど と され て いた が 、 一 方 で は 魔 除け と し て も 
信仰 され た らし い 。 墓 の 上 な ど に 、 ス フィ ンク ス の 像 が 置か れ た と も い 
われ て いる 。 

現在 、 エ ジ プ ト に 残る 巨大 スフィンクス に も 、 実 は いろ いろ と 意味 が 
ス の 入り 隊 凍 お 泊 二 ある まな 、 さ ある の だ と 、 あ る 学者 は いっ て いる 。 そ の 学説 で は 、 ス フィ ンク ス の 女 
ロー マ の スフィンクス は エジプト SS が / こ 面 は 能 弁 、 翼 は 知識 が いき わた る こと を 示し 、 誠 上 か ら 見 下ろ し て いる - 
コブ ラ を 額 に 巻 を まつ け て いる 。 ーーーーーーーーーーーー 姿 こ そ 科学 の 象徴 で ある と いう 。 3 











ギリ シア と エジプト の ス フ ィ ン ク ~ 





























61. プレ ッ ツ ェ モ リ ー ナ ー ア 7e<<ze777O7777 の 一 


プレ ッ ツ ェ モ リー ナ と は 、 イ タリ ア 語 で 「 パ セリ の 女の子 」 と いう 意 
味 で ある 。 こ の 子 が まだ 胎内 に いた と き 、 母 親 が 妖精 の 畑 の パセリ を 資 
み 食 いし た 。 怒 っ た 妖精 は 、 母 親 に 強引 に 約束 を させ て し まっ た の だ 。 

その 約束 と は 、 生 まれ た 女の子 に 「 プ レッ ツェ モリ ー ナ 」 と 名 付け る 
こと と 、 大 きく な っ だ た ら そ の 子 を も ら っ て いく と いう こと で あっ た 。 

この た め に 、 成長 し た プレ ッ ツ ェ モ リー ナ は 、 学 校 の 帰り に 妖精 に 連 
れ 去 られ 、 妖 精 の 家 で さま ざま な 仕事 を いい つけ られ る 。 し か し 、 人 不幸 
の な か に も 一 筋 の 希望 のど 光 は ある も の で 、 か わい そう な プレ ッ ツ ェ モ リ 
ー ナ を 助け こく れ た の が 、 妖 精 の 従兄 弟 の メメ で ある 。 

メメ は プレ ッ ツ ェ モ リー ナ が 妖精 に 無理 難題 を 押し つけ られ る た びに 
力 に な っ で きた 。 あ る と き は 、 妖 精 に 危う く 喰 ヾ られ そう に な っ た が 、 
メメ の 知恵 で 騙 地 を 脱 す る こと が で きた 。 こ ん な こと が 重なり 、 プ レッ 
ツェ モリ ー ナ は メメ に 求婚 され て 、 結 婚 す る こと に し た の だ 。 

つま り 、 プ レッ ツェ モリ ー ナ は 元々 は 人 間 だ っ た の だ が 、 妖 精 の 国 へ 
行き 、 妖 精 と 結婚 し て 幸せ に 暮らし て いる と いう 半 妖 精 な の で ある 。 

日 本 の 昔話 に も よく 見 られ る 、 異 類 婚 如 細 の 一 例 で ある が 、 要 する 
プレ ッ ツ ェ モ リー ナ の 物語 は 、 妖 精 に 魅入 られ て し まっ た 人 間 の 詰 な の 
で ある 。 8 



































62. リ ュー ベツ ァ ー ル ー が Zi の ezg7/ 一 


リュ ー ベ ツァ ー ル の 名 前 は 知ら れ で いな く て も 、 そ の 姿 は ヨー ロッ パ 
の 絵画 の な か で 、 多 く の 人 が 目 に され で いる は ず で ある 。 

リュ ー ベ ツァ ー ル は ドイ ツ の シレ ジア 地方 リー ゼン ゲ ビ ル ゲ 山中 に 現 
れる と いわ れ て いる 山 の 精 霊 で ある 。 ヒゲ を た くわ え 、 マ ント を 羽織 り 、 
スリ ッ パ の よう な 木 靴 を 履い て 杖 を つき な が ら 歩 く 様子 は 、 姿 形 こそ 似 
て いな い が 、 そ の 雰囲気 が 日 本 の 山 の 精 と 相 通 じい る と ころ が ある よう だ 。 
風貌 か ら も 明らか で は ある が 、 リ ュー ベツ ァ ー ル は 男性 の 姿 を し た 山 
の 精霊 で あり 、 し か も 老人 で ある 。 神 が 老 人 の 姿 に な っ て 現れ る と いう 
の は 、 世 界 の 伝説 で も 共通 し て いる と ころ で ある 。 

この ドイ ツ の 山 の 精 填 は 、15 世 紀 に は すでに ドイ ツ の 人 々 の よく 知る 
存在 と な っ て いる 。「 リ ュー ベツ ァ ー ル 伝説 集 ] と いう 書物 が 1642 年 
に 出版 され て いる くら い だ か ら 、 リ ュー ー ベ ッ ァ ー ル は まるく ド イッ 
代表 する 精 吉 (妖怪 ) と いえ よう 。 
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63. ヴ ェ エ ル 一 ze7 一 


悪魔 ヴェ エル は 地 獄 に お いて は 議長 を 務め 、50 も の 軍団 を 統率 する 長 
で も ある 。 それ ば か り で な く 、 備 理学 と 論理 学 の 大 家 で も ある の だ 。 
ヴェ エル の 興味 は 主として 植物 に 含ま れる 業 汁 で あり 、 病 人 の 健康 回 
復 を 得意 と し て いる そう で ある 。 ま た 、 よ く 働 く 召 し 使い ーー も ちろ ん 
人 間 と お も われ る が 一 一 を 人 間 に 紹 食す る ご と も ある と いう 。 

奇怪 な 姿 を し た 悪魔 だ が 、 そ の お こない は まっ た く 悪 魔 ら し く な い 。 
悪魔 と いう より も 、 お むしろ カミ サマ 的 で ある 。 

ヴェ エル 自身 に も 勤 勉 な と ころ が あり 、 よ く 動 くら し い 。 ヴ ェ エ ル が 
移動 する と き は 、 ラ イオ ン の 頭 か ら 直 接 つ きだ し た よう な 5 本 の 脚 で 、 
車輪 の よう に 転がる そう だ 。 大 旅行 家 ヨ ルン ・ ヴ ェ イ ル に よれ ば 、 ヴ ェ 
エル の 姿 は 「 五 枝 の 星 の 形 ] 、 つ まり ヒト デ の よう に 見 える と いう 。 
ぼく に は ヴェ エル の 形 が お も し ろく お も える 。 こ うい う も の が 地獄 に 











いる と 考え た 、 中 世 の 人 の 頭 の 中 が 見 える よう だ 。 す な わ ち 、 な ん と な 


く 重 苦し く 、 幸 福 で は な さそ うだ 。 中 世 と いう の は 、 そ うい う 感 じ の 時 
代 だ っ た の か な ア と 、 つ い 暗 い 絵 か ら 連想 し て し まう 。 
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64. グ ラウ コス ーC/gzos 一 


「 グ ラウ コス 」 と は ギリ シア 語 で 「 灰 色 の 」 と いう 意味 だ が 、 神 話 の 
な か で は 人 物 名 と し て よく 登場 する 。 

海神 ポセイドン と 海 の ニ ン フ (妖精 ) ナイ ス と の 間 に 生 まれ た 息子 の 
海神 も グラ ウ コ ス と いう 名 だ が 、 ロ ー マ の 詩人 オヴ ィ デ ィ ウ ス が 語る と 
ころ に よる と 、 グ ラウ コス は も と も と は 漁師 だ っ た と いう 。 

その 漁師 が ある 島 に 行っ た と き に 、 そ こ で 魚の た め の 不 死 の 薬草 を 食 
し た 。 する と 、 不 死 の 生命 力 は 授かっ た も の の 、 な ぜ か 身体 に 魚の 尾 ひ 
れ が 生え て し まっ た 。 漁師 グラ ウ コ ス は や お な く 海 へ 飛び 込ん で ニン フ 
の 仲間 入り を し 、 交 わる うち に 予言 の 術 な ども 伝授 され て 、 海 神 グ ラウ 
綴 な うた だ の だ ぞう だ 。 

や が て で グラウコス は 海 の ニ ン フ で ある 美女 スキ ュ ラ に 恋 を する 。 そ し 
て 魔女 の キル ケ に 恋 の 相談 を する の だ が 、 今度 は キル ケ が 美男 の グラ ウ 
コス に 心 を 奪わ れる 。 哀れ スキ ュ ラ は 、 キ ルケ の 魔力 で 怪物 に され て し 
まう の だ 。 キ ルケ に よる 四 奪 愛 が 成功 し た わけ で ある 。 か わい そう な の 
は スキ ュ ラ で ある 、 こ れ 以 後 は 醒 い 身体 を 恥じ て か 、 洞 窟 に 身 を 隠し 、 
イル カ や アザ ラ シ 、 と き に は 人 間 を 捕っ て 喰う よう に な っ て し まっ た 。 | 

古代 ギリ シア の 三 大 悲劇 詩人 の 一 人 エ ウ リ ピ デ ス は 、「 オ レス テス 』| 
で 、 グ ラウ コス を 上 嵐 に 遭遇 する 船乗り た ちの 守り 神 と し て いる 。 
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65. 龍 車 ー の 7ggoz 一 


揚州 の 官 史 で ある 顧 球 の 姉 は 、10 歳 の と き 原 因 不 明 の 病気 に か か り 、 
それ 以来 、50 歳 を 過ぎ て も いっ こう に 治ら な か っ た 。 そ こ で 占い 師 に 占 
っ て も ら っ た と ころ = 「『 大 過 よ り 井 に ゆく 」 と いう 封 が 立っ た 。 そ の 意 
味 は いい も の で は な く 、 週 去 に 原因 が ある と 、 古 い 師 は いう 。 

そこ で 、 球 が 今 ま で わが 家 に 起こ っ た 事件 を 調べ る と 、 次 の よう な こ 
と が わか っ た 。 

ある と き 先 代 が 大 木 を 伐 っ た と ころ 、 大 き な 蛇 が 出 て を た の で 、 殺 し 
て し まっ た 。 する と 、 そ れ か ら 娘 が 病気 に まな っ た と いう の で ある 。 

硝 妙 な と と に は 、 発 病 し た 時 、 屋 根 の 上 を 数 千羽 の 鳥 の 大 群 が 飛び 回 
っ た と いう 。 そ れ ば か りか 、 県 内 に 住 お ある 農民 が この 家 の あ た り を 通 
りか か っ た 時 、 ふ と 空 を 仰ぐ と 、 龍 が 車 を 引い て いく の が 見 えた と いう 。 
それ が また キラ キラ と 5 色 に 輝き ぎ 、 と ほう も な く 大 きい も の だ っ た が 、 や 
が て 消え て し まっ た そう で ある 。 

これ は 「 捜 神 記 】 の 中 の 「 妖 蛇 の 崇 り ]」 と いう 話 だ が 、5 色 の 龍 が 車 
を 引い て 上 空 を ゆく 姿 と いう の は 圧巻 で ちる 。 こ の 話 は も と も と 、 殺生 
の 不思議 、 蛇 の 崇 り と し て 紹介 され て いる よう で ある 。 
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66. 骸骨 の 夜 踊り (死神 ) ー77c Dcg カ ー 


太平 洋 に 浮か が パメラ ネシア 諸島 の ある 小島 で は 、 死 後 の 世 界 を イオ ロ 
ア と 呼 点 。、 イ オロ ア で は 、 亡 者 の 骨 が あちら こち ら に だ らし な く 取 り 散 
ら か され て いる が 、 夕 方 に な る と 、 そ れ ら の 骨 が 互い に 引き 合う か の よ 
うに 人 間 一 体 分 ご と に まとまり 、 結 び つ く と 信じ られ て いる 。 

つま り 、 死 者 は 骸骨 と な っ て 蘇る の だ 。 し か し 、 こ れ に は タイ ムリ ミッ 
ト が あり 、 夜 が 明け る まで と 決め られ て いる そう だ 。 

し か し 、 生 き 返 っ た 堪 者 は 叱 子 や 太鼓 の リズ ム に 合わ せな が ら 、 一 夜 
だ け の 携 宴 を 楽し も うと 、 愉 快 に 踊り まく る の だ と いう 。 

この 宴会 は 夜通し つづ けら れる が 、 東 の 空 が 明る く な る と 、 侯 者 た ち 
は 胃 踊 り を や め 、 骨 は バラ バラ に な っ て 、 そ れ ぞ れ 元 の 場所 に 戻る 。 そ 
し て イオ ロア は 、 再 び 死 の 世界 らし い 和 静寂 に つつ まれ る の だ 。 

お も し ろ い の は 、 骨 が 集まる と き に 、 と きど き 他 人 の 骨 と 混じっ て 組 
み 立 で られ る と いう こと だ 。 

ご れれ は 俺 の 股 の 骨 だ ! 」 と か 、「 そ れ は 俺 の 腕 の 骨 な ん じゃ な い の か 」 
な ど と 、 大 ゲン カ に な る こと が ある と いう 。 

こう いう 話 は 、 日 本 で は いか に も バカ バカ し く お も えて 想像 も で き な 
い が 、 南 の 島 で 糧 々 と 輝く ぐ 月 を 見 て いる と 、 な ん と な く 骨 が ユー モラ ス 
に 動き 出す よう な 気分 に な る 。 な に し ろ 上 暖か く て 、 あ ん まり 寒く な いと 
ころ だ か ら 、 和 気持 ちがい い の だ 。 

と くに ジャ ング ル が 神秘 的 な 気分 に させ て くれ る か ら か 、 「 骨 が 踊る ] 
と いう の も 、 そ れ ほ ど 不 思 議 に お も えな いか ら 、 お か し な も の で ある 。 
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プラ ハ の どこ か に ある 地下 室 に は 











か つて 暴れ まわ っ た ゴー レム が つ 
な が れ た まま で 、 い ま も 復 活 を 待 
っ て いる と の 言い 伝え が ある 。 





























67. ゴー レム ー ビ Co/e777 一 


東欧 の チェ コ に は 、 不 思 議 な こと を 研究 する 科学 者 た ち が 製 作 し た 、 
ゴー レム と 呼ば れる 土 製 の ロボ ッ ト が 、30 年 目 ご と に 菊 っ て 悪人 を 倒す 
と いう 伝説 が ある 。 

プラ ハ の ある 製本 業者 が 、 古 い ユ ダ ヤ の 書物 の 修繕 を 頼ま れ た が 、 そ 
の 依頼 人 が 実は ゴー レム だ っ た と いう 話 も ある 。 嘘 か 真実 か 、 話 が 大 き 
く な り 、 世 の 中 に 不正 が お こ な わ れる と き 、 そ れ を 粉砕 する た め に 巨大 
な ゴー レム が 出現 する と か 、 ユ ダ ヤ 大 が 迫害 され る と 、 ゴ ー レ ム が 現れ 
て 助け こく れる な ど 、 さま ざま な 伝説 が 派生 し て いる 。 

ゴー レム の 製造 方 法 は 難し いよ う で 、 実は シン プル で ある 。 ま ず 、 ユ 
ダ ヤ 教 に よる 神聖 な 儀式 を お こ な っ た あと 、 泥 を こね て 人 形 を つく り 、 
呪文 を 唱え な が ら 、 人 形 の 額 に 「emeth (真実 ) 」 と いう 文字 を 貼り つ 
ける の で ある 。 こ れ で 人 形 が 命 を 得 れ ば 、 完 成 で ある 。 

ゴー レム を 召し 使い の よう に 使う に は 、 家 か ら 出 し て は いけ な いと か 、 
昼間 し か 動か し て は いけ な いな ど 、 い くつ か の 制約 が ある 。 こ の 控 を 破 
る と 、 ゴ ー レ ム は 凶暴 に な っ て 、 手 が つけ られ な く な っ て し まう の だ 。 











そし て 、 ゴ ー レ ム を 壊す に は 、 額 の 「emeth] の 頭 文字 「e」 を 消す 


だ け で よい と され る 。「meth]」 は 「 死 」 を 意味 する 言葉 な の だ 。 
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68. ミ クト ラン テク ー ト リ 


ミク トラ ン テ ク ー ト リ は メキ シコ 中 央 部 に お ける 冥府 .《 死 ) の 神 で あ 
る 。 妻 の ミク テカ シワ トル と と も に 、 死 者 の 国 ミ ク テ ラ ン を 支配 する と 
いう か ら 、 日 本 で いえ ば 黄泉 の 国 の 女王 と な っ た イザ ナミ ノミ コト の よ 
うな も の で あろ うか 。 も ちろ ん 、 イ ザ ナ ミ ノミ コト は 女性 神 で あり 、 死 
別して 黄泉 の 国 の 住人 こ な っ た わけ で ある が 。 こ の 点 は 、 夫 婦 で 冥界 に 
君臨 する ミク トラ ン テ ク ー ト リ と は 違う と ころ で ある 。 イ ザ ナ ミ の 夫 の 
イザ ナギ ノミ コト は 生 者 の 世界 で 暮らし て いる の だ か ら 。 

ミク トラ ン テ ク ー ト け の 姿 は 、 真 っ 白 に 晒さ れ た 骨 に 赤い 血 が 点々 と 
つい た 表 骨 と し て 描 が れる こと が 多い よう だ 。 だ が 、 テ ノ チ ティ トラ ン 
の 大 神殿 で 発掘 これ た 石 の 器 に 彫 ら れ だ ミク トラ ン テ ク ー ト リ の 姿 か ら 
は 、 冥府 の 支配 神 ら し い 初 々 し さ を う か が い 知 る こと は で き な い 。 

彫像 の ミク トラ ン テ ク ー ト リ は 、 頭 に フタ ロウ の 羽 と 紙 製 の 飾り を つ 
け 、 有 眼球 を つない だ 首輪 を か け て いる 。 そ し て 、 目 も 口 も 大 きい 。 

ミク トラ ン テ ク ー ト リ に は 、 こ の 大 き な 円 を ば っ くり と 開い て 、 そ の 
中 に 落ち 込 お 死者 の 魂 を 喰い 尽く し て し まう と いう 伝承 も ある 。 

し か し 、 死 人 の すべ て が 、 死後 は この 死者 の 国 に 行く わけ で は な いら 
し い 。 ミ クト ラン テク ー ト リ の 冥府 に 赴く の は 、 男 な ら 戦 場 で 難 れ な か 
っ た 者 、 水 の 中 で 湖 れ な か っ た 者 に 限ら れ 、 女 な ら 出 産 以 外 の 原因 で 命 
を 落と し た 者 だ け と され て いる 。 


ー77c7742777eczz77777 











姿 も 形相 も 処 ろ し い ミ クト ラン テク ー ト リ だ が 、 間 抜け な 性 格 の た め 
に 、 知 力 に お いて 勝る 他 の 神々 の 計略 に 、 す ぐに だ まさ れ て し まう と い 。 


う 言 い 伝 えも ある 。 
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69. 水 こ ぶ 妖 翌 ー 刀 gg の 77 一 


ヒマ ラ ヤ の 儲 の ブー タン 王国 に 棲 お 、 の ど に 大 き な コ プ が ある 老婆 姿 
の 妖怪 で ある 。 そ の コブ は 、 囲 炉 裏 の 火 が 燃え あがる と 小さ く な り 、 
が 小さ く な る と コブ が 膨らむ お と いう 。 火 を 絶やさ ず 、 勢 いよ く 燃 や し つ 
づけ な いと 、 妖 怪 の コブ は どん どん 膨らん で 、 つ い に は 弾け て 体液 を 撤 
き 散 らし 、 そ こ に いる 人 間 を 喰 べ て し まう と いわ れ て いる 。 お そら く 、 
この コブ が 妖怪 の 本 体 で ある と お も われ る 。 

昔 、 あ る 兄妹 が いた が 、 そ の 妹 の ほう が 水 コ ブ 妖 怪 の 餌食 に な り そ う 
に な っ た 話 が 伝え られ で いる 。 兄 の 留守 中 、 妹 は 妖怪 と は 知ら ず に 、 こ 
の 老婆 に 火種 を も らい に いき 、 逆 に 家 ま で 尾 い て こら れ て し まっ た の だ 。 

1 日 目 、 ら 日 目 は 新 が あっ た の で 、 求 は 絶え る こと が な か っ た が 、 そ れ 
で も 和 の 強弱 に よっ て 、 老 婆 の コ プ が 大 きく な っ た り 小 さく な っ た りす 
る の で 、 妹 は 老婆 が 妖怪 で ある こと に や っ と 気がつい た 。 

老婆 が 家 に 居座っ て 3 日 目 に 、 兄 が 帰っ で きた 。 さ っ そく 相談 する 妹 。 
兄 は 一 計 を 案じ 、 木 の ハン マー と 木 の ヤ セッ トコ 、 そ れ に 古い 革 袋 を 老婆 
に わた し 、 み ず か ら そ の 革 袋 に 飛び 込ん で 、 こ う 言 っ た 。 

「 こ の 袋 を 縛っ て か ら 、 そ の ハン マー で 打ち つけ 、 ヤ ッ ト コ で つぶ し 
て オレ を 殺し て も いい ぞ 。 だ が 、 オ レ が 袋 か ら 出 る こと が で きた ら 、 お 
まえ を 同じ 目 に あわ せる ぞ ]」 

妖怪 は 兄 の 言葉 通り に し た が 、 古い 革 袋 は すぐ に 破け 、 兄 は 無事 に 飛 
び 出 し て きた 。 「 さ あ 、 今 度 は お まえ の 番 だ ! 」 

兄 は 妖怪 を 今度 は 丈夫 な 革 袋 に 入れ る と 、 隠 し て お いた 鉄 の ハン マー 
で 叩き 、 さ ら に 鉄 の ヤッ トコ で 締め つけ 、 みごと に 妖怪 を 選 治 し た 。 時 



































































































































































































































参考 : 
[妖怪 と 精霊 の 事典 」 
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70. 太鼓 を 叩 く 旦 ー の 7777776F の CO77C が ツー 


1844 年 の クリ スマ ス に 、 ス コッ トラ ンド の コー タキ ー 城 の エア リー 
伯爵 家 に 、 ダ ルリ ンプ ル と いう 女性 が 泊まっ た と きのこ と 。 

彼女 が 晩 凌 の 装い を し て いる と き 、 部 屋 の 下 か ら 音 楽 が 聞こ えて きた 。 
か と 思う と その 音楽 は いつ の 間 に か 太鼓 の 音 に 変わ っ た 。 

誰が 叩い て いる の か わか ら な か っ た の で 、 晩 装 の と き 彼女 は エア リー 
伯 咽 夫妻 に 記 ね て みた 。 する と 伯爵 は た ち ま ち 青 ざめ 、 夫 人 も 動揺 し た 
様子 だ っ た 。 不思議 に 思っ て いる と 、 夫 大 は 彼 女 に 次 の よう に 説明 し た 。 
実は 中 世 の 頃 、 で の 城 に ある 族長 の 使い が や っ て 来 て メッ セー ジ を 伝え 
た の だ と いう 。 内 容 は 城主 に と っ ぞ て 不 愉快 きわ まり な く 、 怒 っ た 城主 は 
彼 を 太鼓 の 中 に 押し 込ん で 、 城 の 狭間 か ら 投げ 落と し て 殺し て し まっ た 。 
太鼓 の 音 が 聞こ える よう に な っ た の は それ が ら で 、 こ の 音 が 聞こ える と 、 
必ず 家族 の うち の 誰か が 死ぬ よう に な っ た 。 それ が も う 数 百年 続い て い 
る の だ と いう 。 

翌日 ダ 上 ルリ ンプ ル は 、 ま た も や 太鼓 の 音 を 聞い た の で 、 彼 女 は 早々 に 
城 を 去っ た 。 

それ か ら 半 年 後 、 伯 爵 夫 人 人 が 亡くな っ た 。 太鼓 の 音 は 自分 の 死 を 告げ 
る も の だ っ た と の 遺書 が あっ た の で 、 あ る い は 夫人 は 自殺 だ っ た の か も 
知れ な い が 、 太 鼓 の 音 が 聞こ えて 、 家 族 に 死者 が 出 た と いう の は まぎれ 
も な い 事 実 で ある 。 前 
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ロン ドン は 鯛 霊 話 に あふ れ た 街 で 
あり 、 現 在 で も 、 観 光 ル ー ト と し 
て 、 市 内 の パブ や 劇場 な どの 幽霊 
名 所 を 巡る ツア ー が 催さ れ て いる 。 


























71. 肉 市 場 の 幽霊 ーC/os7ー 


17 世 紀 半 ば の こと で ある 。 こ の 幽霊 は 、 ロン ドン の スミ ス フ ィ ー ル ド 
に ある 肉 市 場 に 、 毎 週 土曜 日 の 9 時 か ら 1 ら 時 の 間 に 現 れ た 。 

幽 回 は 頭 に 角 を 生やし 、 手 に は 肉 切り 店 十 を も ち 、 法 服 を まとっ て い 
た と いう 。 市 場 に 出没 し 、 肉 切り 場 か ら 大 き な 肉 片 を も ぎ 取 る の で 、 肉 
屋 た ち は こ の 霊 に ほとほと 手 を 焼い て いた 。 

ある 日 、 勇 敢 な 肉屋 が 肉 切り 褒 十 と コマ 切り 虐 丁 で 幽霊 に 立ち 向かっ 
た が 、 知 王 は ム ナ シ く 空 を 切る だ け だ っ た 。 了 霊 は ちゃ ん と 足 も あ り 、 
先 の 内 っ た 靴 を 履い て 、 頭 の 角 を 無視 まれ ば 京 つ う の 人 間 に 見 えな いこ 
と も な か っ た が 、 そ の 身体 は 知 王 を 通さ ず 、 や は り 幽 霊 な の だ っ た 。 

結局 は 、 誰 も この 幽霊 を 退治 で き な か っ た が 、 紗 回 は ある 日 を 境 に 、 
突然 ブッ ツリ と 現れ な く な っ て し まっ た 。 

市 場 に 現れ た 幽霊 と の 因果 関係 は わか っ つ で いな い が 、 細 霊 が 出る よう 
に な る 少 じ 前 に 、 地 元 の 法律 家 が 肉 を 食べ て 死亡 し た 事件 が あっ た 。 ど 
う や ら そ の 肉 に は 、 毒 が 入っ て いた よう な の だ が 、 誰 が その 肉 を 売っ た 
の か は わか っ て いな いと いう こと だ 。 

し か し 、 か の 幽霊 が 肉屋 に 恨み を も っ て いた の で は な いか と いう こと 
は 、 幽 霊 が 肉 市 場 に 集まる 肉屋 を 困ら せ た こ と か ら も 想像 で きる 。 

また 、 地 元 で は この 幽霊 は 有名 に な っ た よう で 、 当 時 は 挿絵 つき の パ 
ン フ レッ ト が 配布 され た 。 幽 霊 話 を お も し ろ が る 人 た ち が た くさ ん いた 、 
と いう こと だ ろう 。 和 
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72. プ ラッ ク ・ シ ャ ッ ク ーp/c ん Sc ん ー 


ブラ ッ ク ・ シ ャ ッ ク は 死 を も た ら す 黒 犬 の 妖怪 で 、「 ギ ャ リー・ ト ロ 
ッ ト 」 「 オ ー ル ド ・ シ ャ ッ ク 」 [地獄 の 獣 」 「 嫌 われ も の 」 「 卒 倒す る 
影 ] な ど 、 イ ギリ ス で は いろ いろ な 呼ば れ 方 を され て いる 。 

伝え られ る と ころ で は 、 子 牛 く らい の 大 き さ で 、 真 っ 黒 な 全身 の 中 で 、 
目 だ け が 赤 や 黄 、 緑 色 に 輝い て いる と いう 。 ま さ に 、 不 気味 を 姿 に し た 
よう な 、 幻 の 悪霊 犬 と いえ よう 。 

ブラ ッ ク ・ シ ャ ッ ク に 出会っ た 人 間 は 、 一 年 以内 に 死ぬ と いわ れ て い 
る 。 デ ヴォ ン 州 の 一 部 で は 、 こ の 犬 の こと を 話す だ け で も 不幸 を 招く と 
信じ ち れ て お り 、 人 々 は けっ し て 口 に し な い 。 

よく 出没 する の は 、 墓 地 や 汐 し い 田 舎 道 、 村 の まわ り の 丘 で 、 と くに 
器 に つつ まれ た 沼地 は 要 注 意 と され て いる 。 嵐 の 夜 な ど は 、 風 に の っ て 
咲 える 声 が 聞こ えて くる 。 そ れ は 骨 も 凍ら す ほ どの 恐ろし さだ と いう 。 
地元 の 人 々 は この こと を よく 心得 て いる か ら 、 な る べく 危険 地帯 に 近 づ 
か な いよ うに し て いる が 、 何 も 知ら な い 旅 人 は 餌食 に な っ て し まう の だ 。 

この 恐る べき 妖獣 は 、 足 音 も た て ず に 近づき 、 旅 人 に その 呪 わ れ た 仙 
を 吐き か ける 。 そ の 場 で 害 を 加え る と いう こと は な い が 、 な に し ろ 出 会 
うこ と が 死 を 意味 する 化け 物 と いう の だ か ら 、 こ うな っ た ら 万 事 休 す だ 。 





























参考 :「 妖 怪 と 精霊 の 事典 ] 
(ロー ズ マ リー・ エ レン ・ グ ィ リ ー ー 
著 ) 青土 社 ーーーーーーーー 
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73. 精霊 メロ ル ー/7e7o7ー 


精霊 メロ ル は 月 世界 で 生ま れ た と 、 マ レー シア で は 信じ られ て いる 。 

その ころ 、 下 界 (人 間 界 ) は パニ ッ ク 状 態 に あっ た 。 親 子 や 血縁 どう 
し の 結婚 が つづ き 、 誰 が 親 で 、 誰 が 子ども で ある か 、 と いう こと さえ も 
わか ら な く な っ て いた の で ある 。 

そこ で メロ ル は 、 こ の まま で は 地球 が 減 び る と お も い 、 い わ ば 義 慎 に 
か られ て 地球 に 降り て きた の だ 。 霊 的 に は 進ん み で いた 、 月 か ら の 使者 な 
の で ある 。 そ し て 愚か が な 人 間 た ち に 、 血 緑 間 の 結婚 を 禁じ た 。 実際 、 メ 
ロ ル の 処置 が な が っ た ら 、 地 球 (人 間 界 ) は 減 話 し て いた だ ろう 。 

と の まま メロ ル に よる 指導 が つづ け ば 、 地 球 は いま より も 道徳 的 に は 
完成 され た も の に な っ た に ちがい な い 。 し か し 、 メ ロ ル は 月 の 精 寺 カベ 
の 命令 で 、 女 ぎ 月 に 帰ら な けれ ば な ら な く ぐ な る 。 後ろ髪 を ひか れる お も 
い だ っ た が 、 メ ロ ル は や お む お なく 月 に 戻 つ だ た と いう 。 

実は 、 と の 裏 に は 精霊 カベ の 怒り が あっ た の だ 。 カ べ は 人 間 界 の 堕落 
を 見 て 、 [我慢 な ら ぬ 」 と 慣 つ っ た ば か りか 、「 も う 二 度 と メロ ル を 地球 
に 行か せな い 」 と まで 言っ た 。 以 来 、 精 翌 メ ロ ル が 月 か ら 人 間 界 に 降り 
て くる こと は な い 。 

だ いた い 、 精 霊 な どの た ぐい は 人 間 ば な れ 、 い や 地球 ば な れ し て いる 

















か ら 、 メ ロ ル が 月 面 か ら 生 まれ た と 聞か され て も 、 な ん と な く 納 得 し で 


し まう 。 要 は 、 地 球 に 関係 の な い 、 人 間 ば な れ し た 妖怪 で ある と いう と 
と で あろ う 。 




















74. 精霊 カ ビス 一 DS 一 


も と も と 精霊 と いう の は 次 元 の 異な る 存在 で 、 す な わ ち 、 生 物 と か 人 
間 に あ ま り 関 係 な く 、 勝 手 な 規則 と 能力 で 生活 し て いる 連中 で ある 。 だ 
か ら 、 人 間 に 似 て いる よう で 、 実 は まっ た く 違 うと いう 奇妙 な も の な の 
だ 。 精 霊 を 理解 する に は 、 次 元 の 異な る も の を 見 る こと の で きる 目 か が 必 
要 で あり 、 そ の 目 を 備え た 人 人物 だ けが 人 間 と 精霊 を 区 別 で きる の だ 。 

ある 日 、 精 霊 カ ピス は 、 吹 き 矢 を 携え て で マレー シア の ジャ ング ル に 入 
っ た 。 猿 を 射止め よう と お も っ た の で ある 。 し か し 、 7 日間 待っ た が 、 
カ ピ ス の 前 に 猿 は ] 匹 も 現れ な か っ た 。 

8 日 目 の 早 朝 、 聞 き な れ な い 喰 り 志 が する 。 カ ピス は 声 の する ほう に 
近づい て いっ た 。 す る と 、 そ こ に は 精霊 メロ ル が いる で は な いか 。 

[食い 物 を 探し て いる の か 」 。 メ ロ ル の 問い に 、 カ ピス は 頭 を 振っ て 、 

尼 \ い や 、 食 料 じ ゃ な い 。 猿 を 探し で いる ん だ 。 と ころ で 、 あ ん た は 
誰 だ い ] と 誤 ね 返す 。 

「 わ た し は 月 世界 か ら 落 ち て きた 精霊 メロ ル だ 。 あ ん た を 月 に 連れ て 
いき た いん だ けど 、 い いか い 」 

カ ピ ス は お も し ろ そ うだ と お も っ た の で 、 メ ロ ル の 申し 出 を 承知 し た 。 
二 人 は 月 に 行き 、 メ ロ ル の 家 を 訪れ た 。 妻 も ここ ろ よ く カ ビス を 迎え た 
の で 、 お そる お そる だ っ た カビ ピス も た い へ ん 喜ん だ と いう 。 

カビ ピス は 月 が 気に入っ て し ば らく 滞在 し て いた が 、 や が て 無事 に 地 # 
に 戻っ て き て 、 い ま は マレ ー シ ア の 密林 で 暮らし て いる らし い 。 
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75. ね ぶ と の 精 ー77,e Sp が 7 の We の 7 の ー 


「 根 太 の 精 ]」 は マレ ー シ ア の 村落 に 棲み つい て いる 精霊 で ある 。 マ レ 
ー シ ア の 妖怪 や 精 圭 は 、 多 く が ジャ シン グル を 棲み 処 と し て いる か ら 、 村 
に 棲み つい て いる 精霊 と いう の は な か な か 珍し い 。 

根太 と は 、 太 乳 や 尻 に で きる 赤く で 堅い 腫れ 物 の こと で ある が 、「 根 
太 の 精 は 人 家 に 現れ 、 人 の 肌 に その 腫れ 物 を 押し つけ る そう だ 。 

[根太 の 精 ] の 根太 に は 、 血 と 臓 が た っ ぷり 混 ざっ て いる の で 、 押 し 
つけ られ た 大 の 肌 は 、 た ち ま ち 化 騰 し て し まう と いわ れ て いる 。 

目 本 に は 、 ア マミ ハギ と か 、 ス ネ カ と いっ た 、 火 に あたっ て ば か り い 
る と で きる 怠け 印 の 赤い 火 斑 を 剥ぎ に く る 妖怪 が 、 東 北 地方 を 中 心 に し 
て よく 知ら れ て いる 。 こ の 『 根 太 の 精 」 と は ちょ うど 逆 の よう で ある 。 

刃物 を も っ て や っ て くる アマ ミ ハ ギ も 恐ろし い が 、 病 原 菌 を 植え つけ 
に くる 「 根 太 の 精 」 は も っ と 厄介 で ある 。 し か も 、 ア マミ ハギ に は 、 切 : 
け 者 を 戒め る と いう 、 理 由 ら し きも の が ある が 、「 根 太 の 精 」 は いつ 
れる か わか ら な いか ら 防 御 の し よう も な いよ うだ 。 

































76. 姉妹 の 精霊 ーー5 の 7777 575767 ゞ 一 


大 昔 の こと で ある 。 「 姉 妹 の 精霊 ] が カル ドカ ルド と いう 土地 か ら 、 
北 の ア ラフ ラ 海 に 向かっ て 旅 を し て いた 。 

姉妹 は それ ぞ れ の 赤ん坊 を 抱い て いた た だ ため に 、 休 み 休 み し な が ら 旅 を 
つづ け 、 や が て ミリ ルミ ナ の 泉 に 辿り 着い た 。 こ この 泉 は 地下 水 に つ な 
が っ て お り 、 清 ら か な 水 と し て 知ら れ て いた 。 

泉 か ら 流れ 出す 水辺 に は 、 ユ ルル ・ ン グル と いう ニシ キ ヘ ビ が 棲ん で 
いた 。 姉 は 妹 の 赤ん坊 の 寝床 を し つら える た め に 樹皮 を 集め に 出かけ た 
が 、 そ の と き ミ リル ミナ の 泉 を 踏 ぎ 、 月 経 の 血 を 泉 に 垂らし て し まう 。 
し か し 、 姉 は この 不 始末 に 気づか な か っ た 。 

血 の 匂 い を 吊 ぎ 、 敏 感 な ユル ル ・ シ グル が 頭 を も た げ る 。 

[ご の 血 は どこ か らき た の だ ] 

ユル ル ・ ン グル は そう 言う と 、 蛇 体 を よじ っ て 泉 か ら 出 て きた 。 な ぜ 
か が 、 泉 の 水 は 地表 に あふ れ て いる 。 ユ ルル ・ ン グル は 水 を 空 に 向かっ て 
吐き出し 、 そ れ か ら 石 の 上 に 鎌 首 を の せ 、 姉妹 と 赤ん坊 を 見 つめ る 。 

『 ジ シッ!] この ユル ル ・ ン グル の 喰 り 声 が 雨 を 呼ん だ 。 

姉妹 は ユル ル ・ ン グル が 自分 た ち を 呑み 込 も うと し て いる こと に 気 が 
つき 、 蛇 神 に 非礼 を 詫び 、 哀願 し 、 許 し を を うた 。 そ し て 、 雨 止み の 歌 
を 二 人 、 声 を そろ えて 歌う た 。 し か し 、 雨 は 止ま な か っ た 。 

ユル ル ・ ン グル は 姉妹 を 深い 眠り に 陥ら せ 、 そ れ か ら 二 人 の 身体 中 を 
舐 め ゆま わし 、 上 を 咳 ん で 血 を 滴 ら せる と 、 姉 妹 と 二 人 の 赤ん坊 を 呑み 込 
ん で し まっ た と いう 。 オ ー ス トラ リア の アー ネム ラン ド 地 方 東北 端 に 暮 
ら す ムル ン ギ ン 族 の 間 に 伝え られ て いる 話 で ある 。 























参考 ・「 精 圭 た ちの メッ セー ジ ]」 
松山 利夫 著 角川 書店 






































77. 巨大 イ モリ ーC7277 /Vew7ー 


アメ リカ の 砂漠 を 旅人 が 一 人 、 馬 に 乗っ て 今夜 の 宿営 地 を 探し て いた 。 
する と 突然 、 砂 を 噴き あげ て 、 巨 大 な 動物 の 尾 ら し きも の が 出現 し た 。 
化け 物 は 奇妙 な 声 を 発し 、 馬 を 捕らえ よう と し て くる 。 馬 は 気絶 し た 
よう に な っ て し まい 、 旅 人 も 失神 し そう に な っ た が 、 心 を 落ち 着け 、 そ 
の 化け 物 の 正体 を 見 極め よう と し た 。 化け物 は 身体 の 半分 は 蛇 の よ う で 
も あり 、 も う 半 分 は 獣 の よう で 、 腹 相 い に な っ て いる 。 

こん な 怪物 、 見 た こと が な い 。 旅 大 は 馬 に 鞭 を あて 、 急 いで 逃げ よう 
と し た 。 馬 は 躍り あがり 、 秒 を 蹴 立 で で 駆け 出す 。 

し か し 、 怪 物 の 毒気 を 吹 を か けら れ た 馬 は 、 途 中 で 倒れ て し まう 。 旅 
人 は いよ いよ 身 の 和 危険 を 感じ 、 馬 を その 場 に 乗り 捨て て 走っ て 逃げ る 。 
振り 返っ て 見 る と 、 怪 物 は 馬 を 弄 ん で いる よう だ っ た 。 そ の と き に 気 
づい た の だ が 、 怪 物 は さながら イモ リ の よう だ 。 巨大 イモ リ で ある 。 尻 
尾 だ け で も 30m は あろ うか と いう ほど の 大 き さ で 、 全 身 は 黒 紫色 、 そ の 
両 眼 は 馬車 の 左右 に つけ られ た 灯火 の ご と くに 見 える 。 

巨大 イモ リ は 家 の 玄 関 回 の よう な 大 口 を 開け 、 長 い 逢 を べろ べろ させ 
た か と お も うと 、 馬 を 一 呑み し て し まっ た 。 ボ リボ リ と 骨 を 噛み 砕く 音 
まで 聞こ える 。 旅 人 は 次 は 自分 の 番 か と 恐れ お の の いた が 、 巨 大 イモ リ 
は 馬 を 喰い 尽く す と 、 巨 体 を 翻 し て 、 旅 人 と は 逆 の 方 向 に 進ん で いっ た 
旅人 は こう し て 妃 死に 一 生 を 得 た と いう 。 
































78. ミク ト ラン テング ト リ ー ル 7c7/777ec777 


メキ シコ で 信じ られ て いる ミク トラ ン テ タ トリ は 死 の 世界 を 司 っ て い 
る 神 で ある 。 こ の 世 で 寿命 が 尽き た も の は 、 す べ て ミク トラ ン テ ク トリ 
が 支配 する 冥府 へ 行く 。 

冥界 へ の 旅 は 寂し く 恐 ろ し い 。 そ の た め 、 メ キシ コ で は 死者 に 幾 本 か 
の 投げ 槍 を 束ね た も の を 与え る の だ 。 

死者 の 旅 は 、 二 つの 高峰 が 向き あっ て いる 狭間 を 、 通 り 抜け る こと か 
ら は じ ま る 。 気 を つけ な いと 、 崖 崩れ が 起こ っ て 、 身 体 が 打ち 砕 か れ て 
し まう 。 次 に 待ち 受け る の は 、 蛇 の 関門 で ある 。 道 の 真ん中 で と ぐろ を 
巻い た 大 蛇 が 、 死 人 を 見 か ける と 襲 いか か っ て くる の だ 。 死者 は 投げ 檎 
で 応戦 じ し な けれ ば な ら な い 。 蛇 を 退治 する と 、 次 は ワニ が 待っ て いる 。 

も ちろ ん 、 ワ ニ も 退治 し な けれ ば な ら な いわ け だ が 、 そ れ が 済む と 、 
今度 は 8 つの 山 と 8 つの 砂漠 が 行く 手 に 待ち 構え て いる 。 苦し みな が ら 
も と ご を 突破 する と 、 烈 し い 旋風 の 出迎え に 遭う 。 風 は 刃 の よう に 鋭く 、 
固い 肉 を も 斬り 刻む ほど だ 。 旅 は ここ で 半ば 。 先 に は 悪魔 た ち が 待 つ 。 

第 1 の 悪魔 は 路傍 に 立つ イス プス テ ケ で ある 。 大 きく 鋭い 爪 で ズ タ ズ 
タ に 引き 裂 こ うと する の で 、 投 げ 槍 で 戦う 。 そ し て 最後 の 関門 が 、 悪 魔 
ネ シ ュ テ ペ ワ だ 。 こ れ を 片付け ね ば 、 こ こま で 苦労 し て きた 甲斐 が な い 。 

こう し て 幾多 の 苦難 を 乗り 越え て 、 よ う や く 冥 府 の 門 に 着く の で ある 。 
死者 は ミク トラ ン テ ク トリ の 前 まで 係 の 者 に 連れ て いっ て も らい 、 こ の 
神 の 許し を 得 て 、 よ う や く 冥 界 に 住 お こと が で きる よう に な る の で ある 。 
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寛永 期 (1624 年 1643 年 ) に 
豊後 で 捕らえ られ た 河童 ( 水 虎 ) 
は 頭 に 皿 が あり 、 晶 の よう な 甲羅 
を 背負 い 手 足 が 引 っ 込ん だ と いう 。 















































79. 河童 


河童 は 日 本 に お ける 水 の 妖怪 の ナン バー 1 と いっ た 存在 で あり 、 全 国 
各地 に 出没 する 。 そ の 一 族 は 、 カ ッ パ 、 ガ ー タ ロ 、 カ ワ ワ ロ 、 川 太郎 な 
ど 、 数 多く の 呼び 名 が ある 。 

人 間 と 相撲 を 取っ た りす る ひょう きん も の で ある が 、 河 童 に は 負け ず 
嫌い で 、 し つこ い 性 質 が あり 、 人 間 が 勝つ と 、 も う 1 回 、 も う 1 回 と 、 
勝つ まで せがむ 。 だ か ら 、 河 曹 と の 相撲 で は 適当 に 負け て や ら な けれ ば 
な ら な いと いわ れ で て いる 。 半生 

また 、 馬 を 川 へ 引き ずり 込 も うと する の も 河童 の 仕業 で ある 。 こ れ は 、 
河 昔 が も と は 、 中 国 の 馬 を 司る 猿 神 で あっ た か ら だ と も いう 。 

ある い は 河 草 は 、 川 へ 流し た 「 田 の 神 」 (案山子 ) の 変化 し た も の だ 
と も いう 。 案山子 で あっ た か ら 、 河 曹 の 腕 は 一 本 に つなが っ て お り 、 右 
手 を 強く 引っ 張る と 、 右 手 が 伸 び て 左 手 が 縮 お そう だ 。 

人 間 に 寄 を な す 河 童 は 尻 子 玉 を 抜く 。 尻 子 玉 と は 、 人 間 の 肛門 に ある 
と 想像 され た 玉 の こと で 、 抜 か れ た 者 は 有 抜 けり に な る と いわ れ て いる 。 
と に か く 、 こ の 悪戯 の た め に 、 川 べり の 村 で は 河童 を 恐れ る の で ある 。 

中 部 地方 や 関西 で は 、 子 ども が 川遊び を する と き は 、 仏 壇 の お 供え 御 
飯 の お さがり を 食べ て 、 河 童 黄 い を させ る 。 あ る い は 、 水 辺 で 見 知ら ぬ 
子ども に 会 っ た ら 、 お 辞 儀 を する よう に 教え る 。 河 童 で あれ ば 、 お 辞 儀 
を 返し た と き に 頭上 の 皿 の 水 が 流れ て し まい 、 神 通 力 を 失っ て 、 悪 戯 を 
する こと が で き な く な る か ら で あ る 。 
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「 世 界 の 神話 百科 」 
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80. テ ュ ポ ー ン ー7Y/727 一 


蛇 の よ うに 長い 身体 と 千 の 顔 を も つ 怪 物 テ ュ ポ ー ン は 風 の 始祖 で あり 、 
その 荒 々 し さゆ え に 、 台 風 (typhoon) の 語源 に な っ て いる 。 テ ュ ポ ー 
ン の 出生 に つい て は ギリ シア 神話 で も さま ざま に 語り 伝え られ て いる が 、 
母親 は 大 地 の 女 神 ガ イア で ある らし い 。 

テ ュ ポ ー ン は 山 の よ うな 巨人 で 、 そ の 姿 は 指先 か ら 爪 先 に いた る まで 、 
すべ て 奇怪 で ある 。 な に し ろ 、 両 手 の 指先 は すべ て 蛇 ( 龍 と も いわ れる ) 
で あり 、 こ れ が 絶え ず 不 気味 に 奮 い で いる の だ 。 両 眼 か ら は 火 を 放ち 、 
噴火 曰 と も 形容 され る 大 口 か ら 吐 き 出 す 噴 火 物 は 、 天 を も ど よ めか せる 
と いわ れ て いる 。 

シチリア 島 に ある エト ナ 山 の 活動 は 、 火 円 の 底 に テ ュ ポ ー ン が 閉じ 込 
め ら れ て いる た め に 起き る と 、 信 じ ら れ で いる ほど な の だ 。 

神話 に 登場 する 神々 も 、 テ ュ ポ ー ン の 恐ろし い 姿 を 目の当たり に する と 、 
居 ん で 身体 が 凍 み 、 エ ジ プ ト まで 逃げ 去っ た と 伝え られ て いる 。 

し か し 、 ギ リシア の 最高 神 ゼ ウス だ け は 、 テ ュ ポ ー ン に 戦い を 挑み 、 
一 度 は 腕 と 足 の 腺 を 斬ら れ た も の の 、 再 戦 で は エト ナ 山 を 投げ 下ろ し て 
テ ュ ポ ー ン を 押し 潰し た と 、 神 話 は 語っ て いる 。 テ ュ ポ ー ン が エト ナ 山 
の 下 に 閉じ 込め られ て いる と いう の は 、 こ の 伝説 に 由来 する よう だ 。 

また 、 テ ュ ポ ー ン は 敗れ る 前 に 、 海 の 巨大 な 怪物 キマ イラ を 誕生 させ 
た と も いわ れ て いる 。 
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